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ユーザーズガイド for 
Windows®/Macintosh® 

Bamboo Touch (CTT-460) 

Bamboo (CTH-460)/ 巳 amboo Fun (CTH-461 、 CTH-661) 
Bamboo Pen (CTL-460) 

作業環境を整える 
タツチ操作 

タツチ入力のカスタマイズ 
フアンクシヨンキー 
ペンを使う 

ペンをカスタマイズする 
トラブルシューティング 
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製品の保証についてのお願い 

保証規定をよくお読みになり、お買い上げから1年間は保証書を保管してください。保証書に販売店による記入がな 
い場合は、直ちに販売店にお申し出になるか、ご購入時の領収書（またはその写し）を保証書に添付して保管してく 
ださい。保証書に、販売店による記入も領収書の添付もない場合は、保証書が無効になります。 


電波障害自主規制等について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （ VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置です。この装 
置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受像器に近接して使用され 
ると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

商標について 

Wacom , Bamboo は、株式会社ワコムの登録商標です。 

Adobe 、 Acrobat、Adobe Reader 、 Photoshop は、アドビシステムズ社の米国およびその他の国における登録 
商標あるいは商標です。 

Apple、Apple □ゴ、 Macintosh は、米国およびその他の国で登録されたアップルコンピュータ社の登録商標です 0 
Windows は、米国マイク□ソフト社の米国およびその他の国における登録商標です。 

その他の会社名、および製品名は、一般に各社の商標、または登録商標です。なお、本文中では 「 TM 」 「⑧」マーク 
を表記しておりません。 

著作権について 

付属のタブレットドライバの著作権は、株式会社ワコムにあります。 

タブレットドライバ、および本書の内容の一部または全部を、無断で複製、転載することは禁止されています。 

タブレットドライバを含む本製品の仕様、および本書の内容は、将来予告なしに変更することがあります。 

Bamboo ユーザーズガイド for Windows @ / Macintosh ® 

Version 4.0, Rev J 181 〇 

©2010 Wacom Co ., Ltd . All rights reserved . 

上記の年は、このマニュアルが作成された年を示しています。 

しかしながら、マニュアルがユーザに公開される日は、該当するワコム製品が市場に導入される時と同時です。 
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ペン入力をカスタマイズする 

ペン先と消しゴムの感触、ダブルクリックを 
調整する 

サイドスイッチのカスタマイズ 
タブレットの座標検出 
表示エリア 
タブレット操作エリア 
ポインタの速度の設定（マウスモード） 
ポップアップメニューのカスタマイズ 
ボタン機能 

トラブルシューティング 
タブレットのテスト 
ペンのテスト 

トラブルシューティング情報 
一般の問題 
タッチ入力時の問題 
ペン入力時の問題 
Windows の問題 
Macintosh の問題 
テクニカル サボー ト 
ドライバのダウン□ード 
付録 

Bamboo シリーズのお手入れ 
芯を交換する 
Bamboo Dock 

タブレットドライバのアンインス I -ール 
タブレット設定ファイルの管理 
Windows でのペンおよびデジタルインク 
入力機能 

Windows Tablet PC 入カパネルについて 
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本書について 
本書の使い方 

Bamboo シリーズについて 

機種の特徴 

Bamboo Touch タフレット 
Bamboo & Bamboo Fun タフレット 
Bamboo Pen タブレット 
ペン 

ペンホルダー 
姿勢と作業環境を整える 
正しい姿勢 

タブレットの向きを設定する 
タブレットの操作エリアについて 
マルチディスプレイへのマッピング 
コント□ールパネルの使い方 
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ポインタの移動 
ク ij ック 
ドラッグ 

サイドスイッチを使う 
筆圧を使って書く/線を引く 
f 肖しゴム 

画面を見ながらペンを使う 
ペン入力のカスタマイズ 

Bamboo シリーズをカスタマイズする 
コント□ールパネルを開く 
コント□ールパネル概要 
タッチ入力をカスタマイズする 
タッチオプションを設定する 
タッチ機能を設定する 
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機能を設定する 
タツチ入力を無効にする 


目次 


56 7789011224577 88978899002234566 778990 12 
11111111111122222333333333 333334 44 




製品仕様 
仕様 

Bamboo Touch タブレット CTT -460 
Bamboo タブレツト CTH -460 
巳 amboo 用ペン （ LP -16 CE ) 

Bamboo Fun タブレット CTH -461 
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本書について 

本書は、 Bamboo シ U -ズ の 使い方や機能について説明しています。本書に記載される情報は、 

Windows と Macintosh コンピュータに共通するもので、特に記載のない限り、 Windows の画面を使 

用しています。 

- 昼次 または 索豆! で項目をクリックすると、その項目に移動することができます。 

• Bamboo シリーズについて では、 Bamboo シリーズの様々な機能をご紹介します。 

• 姿勢と作業環境を整える は、タブレットの機能を理解するための早分かりガイドです。 

• Bamboo シリーズを使う では、タブレットの使い方の基本を紹介します。 Bambo ◦シリーズの使い 
方を説明するとともに、初めてお使いになるユーザ向けの練習を含みます。 

- Bamboo シリーズをカスタマイズす る では、 作業しやすいように Bamboo シリーズを最適化する方 
法を説明します。 

• トラブルシューティング では、 タブレットと入カデバイスのテストおよびトラブルシューティングの 
惰報が記載されています。トラブルシューティング情報では、よくある質問に対する回答が掲載され 
ています。 

- 付録には、 製品のお手入れに関するヒントや、ソフトウェアのアンインス!ル方法、ライセンスお 
よび保証、その他の事項が記載されています。また 、 Microsoft Windows 7および Windows 
Vista におけるペンおよび デジタルインク 機能についても説明しています。 

補足：本書では、タブレットドライバのインス!ル方法は説明しておりません。詳細については、製品 
に付属する「クイックスタートガイド」および自動ソフトウェアインス!ラ （ Bambo ◦タブ 
レットドライバ CD - ROM に収録）を参照してください。 

オンラインマニュアルを初めて利用する場合、 本書の 使い方 を お読みください。 

-「」で囲まれた文字は、キーボードのキー、ダイア□グボックス、コント□—ルパネルのオプションの 
名前を特定するのに使用しています。 

• ビューワのズームインツールを使えば、ディスプレイの画面上でマニュアルを拡大することができま 
す。 

• お客さまのコンピュータの八ードウェアないしオペレーティングシステムに関する情報、またはソフ 
トウェアに関する情報は、本製品には含まれておりません。これらの情報については、八ードウェア、 
オペレーティングシステム、ソフトウェアに付属するマニュアルおよびディスクを参照してください。 

-ペン装備モデル ： Microsoft Windows 7および Windows Vista に内蔵のインク機能サボートに加 
えて、多くのグラフィックソフトで、筆圧および消しゴム機能に対応しています。 

これらの機能に対応するソフトウェアについては、ワコムホームぺージに記載されております。 （製品 
憧 報を ご覧ください） 

• 特定のソフトウエアで Bamboo シリーズの機能を最大限に活用する方法については、そのソフトウェ 
アに付属のマニュアルをお読みください。 


タブレツトドライバ、本製品の仕様、および本書の内容は、将来予告なしに変更することがあります。 
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本書の使い方 

本書の中を移動するには、次のボタンやテキストをクリックします。 
表紙へ移動します。 


目次 
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目次のはじめへ移動します。 
索引のはじめへ移動します。 


見た順に表示を戻ります C 


ページ番号順に戻ったり、進んだりします C 


上ピが 


トピックへ移動します。 


トピックの続きへ移動します。 


Adobe Reader には、本書の使用および印刷のための追加的なツールが用意されています。使い方につ 
いては 、 Adobe Reader のへルラをご覧ください 0 
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Bamboo シリーズについて 

このセクションでは、 Bamboo シリーズを紹介します。 

• 巳 amboo シリーズに旧巳 amboo 製品 （ MTE -450、 CTE -450、 CTE -650) に付属のペンや他のワ 
コム製品のペンをお使いいただくことはできません。また Bamboo シリーズに付属のペンで、他のワ 
コム製品のタブレットや旧 Bamboo をお使いいただくことはできません。 

機種の特徴 

Bamboo Touch タブレット 
Bamboo & Bamboo Fun ヲフレツ ト 

Bamboo Pen タフレット 

ペン 

ペン Til ルター 


機種の特徴 

Bamboo シリーズの各機種には、それぞれ以下のような特徴があります。 


機種 名 

タツチ入力 

ペン入力 

フアンクシヨンキー 

Bamboo Touch 

( CTT -460) 

〇 


〇 

Bamboo 

( CTH -460) 

O 

〇 

〇 

Bamboo Fun 
( CTH -461、 CTH -661) 

〇 

〇 

〇 

Bamboo Pen 

( CTL -460) 


〇 



本書では一部のトピック見出しの近くに以下のアイコンが表示されます。そのトピックはタッチ入力また 
はペン入力についての情報であることを示しています。 

• タッチ入力の情報： 


• ペン入力の情報 ：/ 

すべての機種に当てはまるようなトピックにはアイコンは表示されません。 
必要に応じて機種固有の補足を記載します。 
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Bamboo Touch タブレット 



ときに白く光ります。 使ってみよろ をご覧ください。 

タブレツトの操作エリアにタッチ 
するかフアンクシヨンキーを押し 
たときに明るくなります。 
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Bamboo & Bamboo Fun タブレツト 




ペンホルダー 



USB ポートに接続されているとき 
に白く光ります。操作エリアに 
タッチするかフアンクシヨンキー 
を押したときに明るくなります。 

ペンがアクティブなときにオレン 
ジ色に光り、ペン先で操作エリア 
にタッチするか、ペンのサイドス 
イッチを押したときに明るくなり 

On ^ 〇 


巳 amboo シ U —ズのタッチ機能を 

使ってみよっ および 巳 amboo シ 
U —ズでのペン 入力 を ご覧くださ 
い 0 
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Bamboo Pen タブレツト 


/ 



USB ポートに接続されているとき 
に白く光ります。 

ペン先で操作エリアにタッチする 
か、ペンのサイドスイッチを押し 
たときに明るくなります。 


ン および Bamboo シ LI ーズでのべ 
ン 入力 を ご覧ください。 
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ペン 

[Z] 

補足 ： Bamboo Pen 用ペン （ LP -160) にはテールスイッチ（消しゴム）は搭載されていませんのでご注 
意ください。 



ペン 


自由に線を描いたり、画像を編集したり、フリー八ンド感覚で使える、筆 
圧機能対応のペンです。また手書き文字認識や、文書へのアノテーション 
(書き込み）にも活用できます。このペンは、コードレスで電池も不要で 
す。 Windows 7/ Vista 上で 〇 ffice 2 〇〇 7 (またはそれ以降のバージョン) 
のデジタルインク機能を活用すると、文書作成におけるワークフ□一の向 
上に役立ちます。デジタルマークアップによって共同で編集作業を行った 
り、デジタルインクによって文書にメモを書き込むことができます。 

重要：ペンを使用しないときは、ペンホルダーに入れるか、または 
机の上に横にして置いてください。ペンホルダーに入れる 
ときは、テールスイッチ（消しゴム）から先に入れてくださ 
しへ。ペンの感度を維持するために、ペン先やテールスイッチ 
が押されてしまうような入れ物には収納しないでください。 

ペンをタブレット上に置いたままにすると、通常のマウスな 
ど他のデバイスを使用する際に画面のポインタの移動ができ 
なくなったり、コンピュータがスリーブ状態に入るのを妨げ 
たりする場合があります。 


ペンホルダー 


ペンを使用しないときは、ペンホルダーにペンを収納してください。ペンホルダーは Bamboo Touch 夕 
ブレットには付いていません。 

図のようにペンをペンホルダーに差し込みます。 

• テールスイッチ（消しゴム）側から差し込んでください。 

• ペンを収納するとき、サイドスイッチがペンホルダー内に入った状 
態で収納しないでください。スイッチが常に押された状態になるた 
めに、故障する可能性があります。 

重要：ペンは、机の上に横にして置いておくこともできます。 

ペンをタブレット上に置いたままにすると、通常のマウ 
スなど他のデバイスを使用する際に画面のポインタの移 
動ができなくなったり、コンピュータがスリープ状態に 
入るのを妨げたりする場合があります。 

巳 amboo シリーズのペンホルダー以外のペンホルダー 
やペンスタンドを使わないことを推奨します。通常のぺ 
ンスタンドにペンを立てておくと、ペンが倒れて傷む場 
合があります。また、ペン先やテールスイッチが押され 
てしまうような入れ物に収納しないでください。ペンの 
感度が影響を受けるおそれがあります。 
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姿勢と作業環境を整える 

疲労が軽減するように、作業環境を整えて楽に作業できるようにしてください。タブレット、ペン（対応 
機種のみ)、キーボードを手の届きやすい場所に配置してください。目を疲れさせずに、楽に見ることが 
できるようにディスプレイを調整してください。画面のポインタがタブレット上の手の動きと同じ方向へ 
移動するようにタブレットを置いてください。 

正しい姿勢 

タブレットの向きを設定する 
タブレットの橾作エリアについて 

マルチディスプレイへのマッピング 

コントロ_」レパネルの使_い方 


正しい姿勢 

以下の項目にご注意ください。 

• 作業の合間に休憩をとり、筋肉を伸ばしたり、リラツ 
クスさせてください。 

• ペンを持つときはなるべく力を抜いてください。 

• 1日のうちで性質の異なる作業を入れ替えて行ってく 
ださい。 

• 常に良い姿勢を保ってください。 

不快感を伴う不自然な姿勢や、反復動作を控えてくだ 
さい。 

• 作業姿勢に不快感を感じたら、姿勢を変えてくださ 
い0 

-右手で使う場合は、操作エリアがファンクションキー 
の右側に来るようにタブレツトを置いてください。夕 
ブレツトを通常のマウスの代わりに使う場合は、キー 
ボードの右に置くことをおすすめします。 

• 左手で使う場合は、操作エリアがファンクションキー 
の左側に来るようにタブレツトを置いてください。詳 
細については、 タブレツトの向きを設定する をご覧く 
ださい。タブレツトを通常のマウスの代わりに使う場 
合は、キーボードの左に置くことをおすすめします。 

• タブレツトで絵を描いたり、写真を加工したりする場 
合は、タブレツトをキーボードの手前、ディスプレイ 
に対して中央に置くことをおすすめします。 
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Bamboo シリーズは、日常の様々なシーンで便利にお使いいただけます。以下の活用例をご覧ください。 




画像閲覧 

タブレツト上で2本の指を使って、ソフト 
ウェア内の画像をスクロールしたり、移動 
したりします。 





画像編集 

ペン（対応機種のみ）を使って、画像編集ソフ 
トウェアの中で絵や写真を編集します。 



アノ テーシヨン （書き込み） 

ペン（対応機種のみ）を使って文書にマー 
キングや注釈をつけることで、文書レ 
ビューが簡単になります。 


プレゼンテーション 

タブレツトの表面を3本の指でスワイプすること 
で、プレゼンテーションのスライドを素早くめく 
ることができます。 


これらを含めたタブレツトの使い方に関する詳細については、 Bamboo シリーズのタッチ機能を使って 
みよう または Bamboo シリーズでのペン 入力 を ご覧ください。 
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タブレツトの向きを設定する 

ペンを持った利き手で操作中「フアンクシヨンキー」を不意に押さないように、「フアンクシヨンキー」を 
利き手と反対側に配置することをお勧めします。次のように、タブレツトを右利き用または左利き用に設 
定してください。標準設定としてのタブレツトの向きを変えたい場合は、タブレツトドライバ CD-ROM 
からタブレツトドライバを再インストールしてください。 


次のようにしてタブレツトの向きを変更することもできます。ただし初期設定での向きは変わりません。 


Bamboo シリーズを右利き用に設定する 

• コント□ールパネルを開いて 、 「タブレツト」夕 
ブを選択します。「右手用」オプションを選択し 
ます。右利き用に自動的にタブレツトの設定が調 
整されます。 

• 次に、タブレツトを回転させて、フアンクション 
キーが左側に配置されるようにします。 



Bamboo シリーズを左利き用に設定する 

• コント□ールパネルを開いて 、 「タブレツト」夕 
ブを選択します。「左手用」オプションを選択し 
ます。左利き用に自動的にタブレツトの設定が調 
整されます。 

• 次に、タブレツトを回転させて、フアンクション 
キーが右側に配置されるようにします。 
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タブレットの操作エリアについて 

Bambo ◦シリーズは、機種によってタッチ入力、またはペン入力、あるいはタッチ入力とペン入力を行 
うことができます。タッチ入力とペン入力は同時に行うことはできません。 


タッナ八力 

タッチ入力に対応したタブレットでは、タブレットの操作エリア上で指 
をスライドさせてディスプレイ画面にポインタを配置します。 

1本の指、または2本の指でクリックなどマウスと同じ機能を操作し 
ます。 

スクロールやズームのような機能を操作するジェスチャー入力は2本 
の指で行います。 

ほとんどの Web ブラウザや文書/写真ビューワでは、3本の指を使っ 
た操作でページの移動を行います。 

ソフトウェア間の移動、およびその他のデスクトップ機能は、4本の 
指を使って操作します。 

「 Bamboo シリーズのタッチ機能を使ってみよう I をご覧ください 0 


タブレット操作エリノノ- 

タッチ入力またはペン入力を検出するタブレットの操作面の領域を指し 
よ 9 〇 

ペン入力とタッチ入力の両方に対応するタブレットについて： 

• ペン先またはテールスイッチ（消しゴム）がタブレットの 検出範囲 
内にある場合、タッチ入力を行うことはできません。タブレットの 
操作エリアからペンを離すと、タッチ入力ができるようになりま 
す。 

• ペンの橾作ェ IJ ア は、タツチ操作ェリアより少しだけ広く設定され 
ています。 
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ペン入力 

ペンは、ペンの機能に対応する機種で、タブレツトの操作エリア内で使 
用することができます。 

タブレツトにペンを置くと、ポインタは画面の対応する場所にジャンプ 
します。画面のポインタはペンの位置を示し、タブレツト操作面のペン 
の動作に従います。 

「 Bamboo シ LI ーズでのペン入力 1をご覧ください 0 

補足：ペン入力に対応したタブレツトにおいては、操作エリアはコン 
ピュータ画面の表示域に割り当てられます。標準設定では、画面 
全体、またはディスプレイが複数ある場合はすべてのディスプレ 
イに割り当てられています。タブレツト操作エリアとディスプレ 
イのマッピングを設定するには、 「タブ レツトの 座標検出 I をご 
覧ください。 


タブレット操作エリノノ- 

タッチ入力またはペン入力を検出するタブレットの操作面の領域を指し 
ます。 

ペン入力とタッチ入力の両方に対応するタブレットについて： 

• ペン先または テー ルスイッチ（消しゴム）がタブレットの 梭出範囲 
内にある場合、タッチ入力を行うことはできません。タブレットの 
操作 エリ アからペンを離すと、タツチ入力ができるようになりま 
す0 



• ペンの操作ェリアは、タツチ操作のェリアより少しだけ広く設定さ 
れています。 
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マルチディスプレイへのマッピング 

お使いのコンピュータに複数のディスプレイが接続されている場合、「画面のプ□パティ」ダイアログで 
設定されている内容に基づいて、 Bamboo シリーズはディスプレイとマッビングされます。 

• 複数のディスプレイが設定されている環境で拡張ディスプレイモードをお使いの場合、タブレットは 
複数のディスプレイを1つの大きなディスプレイとしてディスプレイ全体にマッピングします。以下 
の図では、タブレットがディスプレイ全体に対してマッピングされている状態をあらわしています。 
画面は2つのディスプレイに表示されています。 


ディスプレイ1 ディスプレイ2 



• ミラーモードをお使いの場合、タブレツトは各ディスプレイのスペース全体に割り当てられ、ポイン 
夕も各ディスプレイに同時に表示されます。 


複数ディスプレイでのご利用について、コンピュータとオペレーティングシステムの設定に関する詳細に 
ついては、コンピュータ本体とオペレーティングシステムの取扱説明書をご覧ください。 

補足：1つのディスプレイや、ディスプレイ領域の一部分に割り当てるように、ペンをカスタマイズする 
こともできます。 タブレツトの 座標 検出 を ご覧ください。 


コント□ールパネルの使い方 

タブレットの基本的な使い方を習得したら、 Bamboo シリーズでのタッチ入力やペン入力の操作方法を 
カスタマイズしたいと思われるでしよう。コント□-ルパネルでは、そのような Bamboo シリーズの設 
定のカスタマイズを行います。 

コント□—ルパネルを開く 

コンヒロー」レパネ」レ® 
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Bamboo シリーズを使う 

初めて Bamboo シリーズをお使いになる場合、次の章をお読みください。 


Bamboo シリーズのタッチ機能を使ってみよう 

Bamboo シリーズでのペン入力 


Bamboo シリーズのタッチ機能を使ってみよう 




Bamboo シリーズは、作業をより効率よく行えるように設計されています。タッチ入力は、タブレット 
上で指を動かすだけで、コンピュータを操作できます。 

初めに基本操作を学び、ポインタの操作や通常のマウス操作を行うことができるようにします。次に、 
ジェスチヤー操作を習得して、スクロール、ズーム、回転のような操作が行えるようにします。 


タブレットの 操作エリ ア を 指で触れると、タッチ入力が可能になります。 

-複数の指を使って入力する場合、指を操作しやすい間隔に開いてください（指は必ず操作エリア内に 
置いてください)。指同士をぴったりとくっつけてタブレットに置くと、別々の指の操作と判断されな 
い場合があります。また、操作やジェスチャーがどの指で開始されたのか、あるいは実行されている 
のかが識別しにくくなることもあります。 

Bamboo シリーズの機種によっては、3本および4本の指を使ったタッチ入力がサボートされていな 
い場合があります。ご使用の機種で利用可能なオプションは、コント□—ルパネルの「タッチ機能」 
タブに表示されます。 

-いろいろな操作方法を習得したら、もっとも操作しやすい方法でタッチ入力を行ってみてください。 
入力時には、不用意なタッチを避けるように注意してください。例えば、タッチ入力中に小指や手の 
ひらが操作エリアに触れた場合、入力が中断したり、不要な右クリックが実行されたりすることがあ 
ります。 

補足：ペン入力とタッチ入力の両方が操作可能なタブレットについて、ペン先またはテールスイッチ（消 
しゴム）がタブレットの 梭出範囲 内にある場合、タッチ入力を行うことはできません。タブレット 
の操作エリアからペンを離すと、タッチ入力ができるようになります。 


タッチによる操作 
タッチのカスタマイズ 
ファンクシヨンキーの基本 
ファンクシヨンキーのカスタマ<ズ 
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タッチによる操作 


Bamboo シリーズのタッチ入力機能により、タブレットの操作エリア上で指を動かすだけでコンピュー 
夕を操作することができます。 「 タブ レットの橾作エリアについて I をご覧ください。 

タッチ入力でコンピュータを操作する方法を学ぶ前に、タッチ入力の説明で使われる用語に慣れてくださ 
い0 


用語 説明 


トラック 

1本の指を操作面に置き、そのまま指を移動させます。 

タップ 

1本の指を操作面に置き、指を少し持ち上げてから操作面を一回軽く 
たたきます。2本の指で軽くたたいて各種機能を実行します。 

パン 

軽く広げた指を操作面に置き、そのままスーツと滑らせます。 

スワイプ 

やや閉じ気味の3本または4本の指を操作面に置き、左右または上下 
にスーツと滑らせます。 

ピンチ 

やや閉じ気味の2本の指をほぼ同時に操作面に置き、広げておいた2 
本の指を「つまむ」ように近づけます。 

エクスパンド 

やや閉じ気味の2本の指をほぼ同時に操作面に置き、指の距離を広げ 

9 〇 

ッイスト 

軽く広げた2本の指を操作面に置き、両指をスムースに左回りあるい 
は右回りに移動させます。 

片方の指を軸にし、他方の指を操作面にあてたまま回転方向に移動さ 
せます。 


タッチ入力をカスタマイズする ことがでぎます。 フアンクシヨン キー で タッチの機能を実行することもで 
ぎます。 

補足：チュートリアルでは 「 Bamboo のタッチ機能を使ってみよう」の以下で説明しています。 

トラック •• •ポインタの動かし方 
タップ •• •オブジェクトを選択する方法 
パン •• •移動やスクロールする方法 
スワイプ • • •[進む][戻る]を操作する方法 
ピンチ/エクスパンド •• •ズームする方法 
ツイスト ••• 回転する方法 
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タッチ入カオプションは、コント□—ルパネルでオン/オフを切り替えることができます。 

タッチの動作とジェスチヤーは、タッチ機能タブでチェックした場合に入力が可能になります。 

-基本的な動作で、ポインタの移動や一般的なマウスの機能を実行することができます。 

• ジェスチヤーを使ってスクロール、ズーム、回転などの機能を実行できます。ジェスチヤーによって 
は、タブレツトにジェスチヤーがいつ認識されたかを知らせる視覚表示が、表示画面に表れます。 



チェックを外し、—— 
タッチ操作を無効に 
してください。 


1本指での操作 



V 




トラック 

1本の指で画面上のポインタを操作します。 

指をタブレツトの操作面に置いて、スライドさせま 
す0 
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タップでクリック 



クリック （1 本指でタップ） 

1本の指で画面上の項目までトラックします。ここ 
で指を持ち上げた後タップし、選択します。 

あるいは、指を項目までトラックし、次に「クリッ 
ク」に設定したフアンクシヨンキーを押します。 


ダブルクリック 

1本の指で画面上の項目までトラックします。一度 
離してもう一度タップします。 


トフツフ 





ドラッグに固定 





選択とドラッグ（「ドラッグに固定」がオフの場合） 

1本の指で画面上の項目をタップして選択します。 
再び指を素早くタブレットの操作面上に置き、卜 
ラック（スライド）してドラッグします。指を持ち 
上げて、項目から離します。 

他の方法で、項目をドラッグすることもできます。 
「クリック」に設定された フアン クシ ヨン キーを押 
し、次にタブレットの操作面で指を移動させます。 
項目を離すには、 フアン クシ ヨン キーを離します。 

ヒント：デスクトップ上では複数の項目を選択し、 
ドラッグできます。 

• Windows では、複数の項目を選択する場合、 
タップしながら 「 Ctrl 」 または 「 Shift 」 キーを 
押します。 

• Macintosh では、複数の項目を選択する場合、 
タップしながら 「 Shift 」 あるいは 「 command 」 
キーを 押します。 

2本の指で「選択とドラッグ」を行うこともできま 
す0 


ドラッグロック（「ドラッグに固定」がオンの場合) 

1本の指で画面上の項目をタップして選択します。 
ドラッグするには、タブレット上で指をトラック 
(スライド）します。再度、タップして項目を離し 
ま 9 〇 
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2 本指での操作、およびジェスチャー 


選択を解除するには、親指または2番目の指を持ち 
上げます。 

補足： タブレツトを左利き用に設定している場合、 

1本目の指の右側に指を置きます。 


2本目の指のタツプでクリック 

ウ 



9 


2本目の指のタツプで右クリック 





タップで右クリック 







右クリック （2 本指でタップ） 

右クリックして、画面上のポインタの位置にコンテ 
キストメニューを表示させるには、2本の指を少し 
だけ離してタブレットの操作面をタップします。両 
方の指でタップの動作を、素早く、同時に行いま 
す。 

次に、メニューのオプションまで指をトラックし、 
タップして項目を選択します。 

あるいは、指を項目までトラックして、次に「右ボ 
タンクリック」に設定したフアンクションキーを押 
して、コンテキストメニューを開くことちできま 
す0 
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スクロール 



スクロール 

2本の指をタブレットの操作面に置きます。指を同 
時にゆっくりと平行移動させます。 

• 上方向へ指をスライドさせると、画面の上方向 
へファイルが スクロール します。 

• 下方向へ指をスライドさせると、画面の下方向 
へファイルがスクロールします。 

-左方向へ指をスライドさせると、画面の左方向 
へファイルがスクロールします。 

• 右方向へ指をスライドさせると、画面の右方向 
へファイルがスクロールします。 

ヒント：最後に指をフリックさせると、指がタブ 
レットを離れた後、ほんの短いスクロール 
が続きます。 

縦と横にスク□—ルする Windows では、指をどの 
方向にスライドさせてもドキュメントの表示はそれ 
に従います。 



ファストスクロール 

2本の指を同時に素早く動かし（あるいはフリック 
し）、動作の終りに指を上へ持ち上げます。 

• 上方向へ指をフリックして、スピードをつけて 
スクロールします。 

• 下方向へ指をフリックして、スピードをつけて 
スクロールします。 

補足： ファ ストス クロー ルは、垂直 スクロールに 対 
してのみ有効です。 



目次 索引 






ズーム 



ズーム 

初めに、タブレット操作面に2本の指を置きます。 

• 1つの指ともう1つの指の間が徐々に広がるよ 
うに、拡大操作を行います。 

• 1つの指ともう1つの指でつまむようなかたち 
をつくって、指同士が徐々に近づくように縮小 
操作を行います。 

補足：ズーム機能が Adobe Photoshop で正しく 
動作しない場合、 「 Photoshop 」 メニュ ー-► 
「環境設定」—「一般」を選択し、ウィンド 
ウから「スク□—ルホイールでズーム」の 
チェックがはずれていることを確認します。 
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回転（指を軸にして回転） 

タブレツト操作面に2本の指を斜めに離して置きま 
す。 

1本の指を固定して、もう1本の指をそのまわりで 
回転させます。 

このジェスチヤーをタブレツトに正しく認識させる 
ために、2本の指を斜めに2 5 mm 以上離してか 
らタブレツト操作面に置き、回転中もその間隔を維 
持してください。 

補足： 回転によるジェスチヤーは、使用中のソフト 
ウェアによって動作が異なります。たとえ 
ば、9◦度ずつ回転する場合があります。あ 
るいは、全く回転しない場合もあります。 


3本指でのジェスチヤ- 


左右スワイプによるページ移動 



◊ 
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「進む」または「戻る」 （右 あるいは 左への スワ イプ） 

3本の指を少し離した状態でスワイプします。動作 
の終わりに指を持ち上げます。 

• 右方向にスワイプすると、多くのブラウザと画 
像ビ ューアで 「進む」が実行されます。 

• 左方向にスワイプすると、多くのブラウザと画 
像ビューアで「戻る」が実行されます。 

ヒント：スワイプは、ドキュメントビ ューアでの 右 
矢印キーおよび左矢印キーを使用するのと 
同じ働きをします。 

ジェスチヤーによるスワイプを使用すると、ほとん 
どの Web ブラウザでページを進めたり前に戻した 
りでぎます。 
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4 本指でのジェスチヤー 


左右スワイプによるソフトウェアの 
切り替え 




下方向スワイプでフリップ 3D/Expose 
を実行 





ソフトウェアの切り替え 

指同士を少し離した状態で 4 本の指を左右に動かす 
と、アプリケーションスイッチヤーが開きます。 

続いて1本の指を左右に移動すると、ソフトウェア 
が八イライト表示されます。ソフトウェアを軽くた 
たいて選択します。 

Windows XP の場合 : 4 本の指を左右に動かすと、 
Windows フリップが開きます。続いて再度 4 本の 
指でスワイプすると、リスト内の次のソフトウェア 
が開ぎます。 


フリップ 3 D ( Windows ) または Expos 6 ( Mac ) 
を開< 

指同士を少し離した状態で、 4 本の指を下方向にス 
ワイプします。 

• Windows の場合 :最初のスワイプでフリップ 
3D が開きます。再度下方向にスワイプすると 
フリップ 3D が閉じます。 Windows XP では、 
この操作はできません。 

代わりに 4 本の指を約 1 cm 下方向に動かすと、 
フリップ 3 D が開きます。指を離さずさらに下 
方向に動かすと左側のソフトウェアが選択でき、 
上方向に動かすと右側のソフトウェアが選択でき 
ます。いずれかの指を離すとフリップ 3 D は閉 
じます。 

• Macintosh の場合 :最初のスワイプで Expose 
が開きます。再度下方向にスワイプすると 
Expose は閉じます。 
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上方向スワイプでデスクトップ画面を 
表示 



タッチのカスタマイズ 


コント□—ルパネルで、タフレットとコンピュータが操作しやすいようにタッチ入カオプションをカスタ 
マイズします。 

コント□ールパネルを開く 

コント□—ルパネル概要 
タッチ入力をカスタマイズする 
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フアンクシヨンキーの基本 

Bamboo シリーズは、カスタマイズ可能なフアンクシヨンキーを装備しています。巳 ambooPen タブ 
レット （ CTL -460) にはフアンクシヨンキーは搭載されていませんのでご注意ください。 


ファンクションキー- 

ファンクションキーを押すと、よく使われる機能やキースト□ーク 
を実行できます。ファンクションキーは、作業を進めながらタッチ 
またはペン入力のプ□パティを変更するためにも使うことができま 
す。 

次のようなファンクションキーの使い方もお試しください。 

• よく使うキーボードのショートカットをキーに設定します。 

• 電子メールプ□グラムなど、よく使うファイルあるいはソフト 
ウェアを起動するようにキーを設定します。 

• その他の割り当てられる 機能 から選択し、キーを設定します。 

補足：2つのファンクションキーを組み合わせて操作することがで 
きます。たとえば、1つのボタンに 「 Ctrl 」 キーを、別のボタ 
ンに 「 Alt 」 キーストロークを割り当てた場合、両方のボタン 
を押すと、 「 Ctrl 」 + 「 Alt 」 が実行されます。 



フアンクシヨンキーをタブレツト 
の左側に置いたときの構成 
(右利き用の向き） 


フアン クシ ヨンキーの 標準設定： 


タツチ機能 ON / OFF 切り替え 


フアンクシヨンキーをタブレツト 
の右側に置いたときの構成 
(左利き用の向き） 



ファンクションキーのカスタマイズ 

コント□—ルパネルを使って、ファンクションキーのオプションをカスタマイズできます。 

コント□—ルパネルを開く 

コント□—ルパネル概要 

タブレツトとフアンクシ=1ンキーの機能を設定する 
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Bamboo シリーズでのペン入力 


/ 


Bamboo シリーズは、効率的な作業ができるように設計されています。ペン入力に対応した機種では、 
タブレットの 橾作エ U ア で ペンを使ってコンピュータを橾作できます。ペンはコードレスで、電池不要、 
筆圧対応です。 

補足：ペン入力とタッチ入力の両方に対応する機種では、ペンのペン先かテールスイッチ（消しゴム）が 
タブレットの 検出 範囲 に あると、タッチ入力ができなくなります。ペンをタブレットの操作エリア 
から離すと、タッチ入力ができるようになります。手の接触によって意図しないタッチ入力が生じ 
る場合は、「タッチ機能 ON / OFF 切り替え」に設定されたフアンクシヨンキーを押して、タッチ入 
力を無効にすることができます。ペンによる作業を終えた後、再度そのフアンクシヨンキーを押す 
と、タッチ入力を再開することができます。 「タブレツトとファンクションキーの機能を設定する I 
をご覧ください。 


ペンの持ち方 

ペンを使う 

ペン入力のカスタマイズ 

ファンクシヨンキーの基本 
ファンクシヨンキーのカスタマイズ 

ポップアップメニューのカスタマイズ 


ペンの持ち方 


/ 


鉛筆や ボールペンと 同じようにお持ちください。サイドスイッチが、親指または人差し指で押せるような 
位置にあることを確認してください。ペンで線を引いたり位置を決めたりするときに誤ってサイドスイッ 
チを押さないようにしてください。最も描きやすいようにペンを傾けてご使用ください。 




補足 ： Bamboo Pen 用ペン ( LP -160) 
にはテールスイッチ（消しゴム) 
は搭載されていませんのでご注 
意ください。 



ペンを使わないときは、 ペンホ 
ル ダー に 収納してください。 
テールスイッチ（消しゴム）側 
から差し込んでください。 


重要：ペンを使用しないときは、ペンホルダーに入れるか、または机の上に横にして置いてくださ 
し、。ペンの感度を維持するために、ペン先やテールスイッチ（消しゴム）が押されてしまう 
ような入れ物には収納しないでください。ペンをタブレット上に置いたままにすると、通常 
のマウスなどを使用する際に画面のポインタの移動ができなくなったり、コンピュータがス 
U ープ状態に入るのを妨げたりする場合があります。 
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アイコンやフォルダを選択するには、ペンで画面の 
ポインタをそのオブジェクトまで移動させ、ペンを 
押して選択します。 






ペンを使う 


/ 


ペンの基本操作は、ポインタの移動、クリック、ダブルクリック、ドラッグの4種類です。 
ペンの操作に慣れない場合は、このページ以降の練習を行ってください。 


ポインタの移動 

クリック 

ドラッグ 

サイドスイッチを使う 
篁圧を使つて書ぐ/線を引< 


消しゴム 

画面を見ながらペンを使う 


ポインタの移動 


/ 


ペンは、画面上でポインタ（またはカーソル）の位置を決めるために使います。 

ペンを持ち上げてペン先をタブレツトの 橾作エ LI ア 
に置きます。ポインタが新しい場所へジャンプしま 
す。 

タブレツト面でペンを動かして、画面のポインタを 
移動させます。タブレツトの表面に 触れずに ペン 
先をタブレツトの 読み取り 高さ に 保ちながら行って 
みてください。 
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画面上のポインタの動きかたには、以下の2つの設定があります ( タブ レツトの座標 検出 を 参照してくだ 
さい)。 

- ペンモー ド では、 タブレツト面にペン先を置くと、画面のポインタが対応する位置に移動します。ポ 
インタはペン先の位置を示し、ペン先の動きに合わせて移動します。 


検出範囲 （16 mm 以内） 
読み取り高さ （7 mm 以内) 


V 



画面のポインタを移動したり、サイドスイッチを操作す 
るには、ペン先をタブレット面から7 mm 以内の場所に 
近づけます。画面のポインタを移動させたり、サイドス 
イッチを使用するのにペン先でタブレットにタッチする 
必要はありません。 

ペン入力とタッチ入力の両方をサボートしている 
Bamboo シリーズでは、ペンのペン先かテールスイッチ 
(消しゴム）がタブレットの検出範囲 （16 mm 以内）に 
あると、タッチ入力ができなくなります。ペンをタブ 
レツトから離すと、タッチ入力ができるようになります。 


- マウスモー ド では、 通常のマウスのように、動いた方向と距離に応じてポインタが移動します。 


目次 索引 












ク IJ ック 


/ 


画面上のアイコンを指定したりする場合、クリックします。開くにはダブルクリックします C 

クリッククリックするには、タブレットをペン先 
で一度軽くたたくか、タブレットにペン先を強めに 
押しつけます。（コント□ールパネルで「クリック 
音」が選択され、コンピュータのスピーカがオンの 
場合、ペン先を強く押してクリックすると、「力 
チッ」と音がします。必要に応じてスピーカのボ 
リュームを調節してください。）フォルダアイコン 
上に画面のポインタを移動させ、ペン先を押してア 
イコンをクリックしてみてください。フォルダアイ 
コンを押すと、八イライトされます。 




ヒント：ペンをアイコン上に移動するだけで選択でき、シングルクリックで起動するように Windows を設定す 
ることができます。この機能を使用可能にするには、フォルダを開いて、以下の設定を行ってください。 

• Windows 7または Windows Vista の場合：「整理」プルダウンメニューから、「フォルダと検索のオプ 
ション...」を選択します。「全般」タブで、「ポイントして選択し、シングルクリックで開く」を選択します。 

• それ以外の Windows の場合：任意のフォルダを開いて「ツール」メニューを選択し、プルダウンメニュー 
から「フォルダオプション...」を選択します。「全般」タブで、「ポイントして選択し、シングルクリックで開 
く」を選択します。 


ダブルクリックペン先で同じ場所を短く2回たた 
きます。マウスボタンで2回クリックするのと同 
じです。フォルダアイコンをダブルクリックして開 
いてみてください。 

ヒント：サイドスイッチの1つをダブルクリック 
に設定しておくと、ペン先で2回タブ 
レツトをたたくよりも簡単にダブルクリツ 
クすることができます。 
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サイドスイッチを使う 


/ 


ペンには、サイドスイッチが2つ装備されています。このスイッチは、お好みの設定 （機能） にカスタマ 
イズ可能です。ペン先がタブレットの操作エリアから高さ7 mm 以内にある場合に、サイドスイッチを 
使用することができます。ペン先がタブレツトにタッチしていなくても、サイドスイッチは使用できま 
す0 


サイドスイッチの標準設定 

上：「右クリック」_ 

下：「スクロール/移動」 

ヒント：サイドスイッチのどちらかを「ダブルクリック」に設定 
しておくと、ペン先で2回タブレツトをたたくよりも簡 
単です。 



ソフトウェアやアイコンのポップアップメ 
ニューを表示させるには、「右クリック」を使い 
ます。 



「スクロール/移動」は、ペンのサイドスイッ 
チを押しながら、ペン先をタブレットの操作 
エリアに押し当てて、ペンを移動させます。 
ウィンドウ内の書類または画像が任意の方向 
に移動します。タブレット上でのペンの動き 
に合わせて、ウィンドウ内の書類あるいは画 
像が移動します。ペンのサイドスイッチを放 
すか、またはタブレットからペン先を離すと、 
「スクロール/移動」は終了します。 

ソフトウェアによっては、ペン先の動きに対 
応する画面上のポインタと同じ方向に書類や 
画像が移動するだけの場合もあります。 




新しいスイッチ機能を割り当てるには、 サイドスイッチの カスタマイズ を ご覧ください。 
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筆圧を使って書く/線を引く 


/ 


ペンは、微妙な手の動きや変化を感知するので、自然な感じの手書き文字やインクのラインを表現できま 
す。多くのグラフィックソフトの描画機能と同様に 、 Office 2007またはそれ以降のバージョン、 
Windows 7および Vista での デジタルインク 機能もまた筆圧に対応します。たとえば、ソフトウェアに 
よりますが、スライダは線の特徴（太さ、色、透明度）を変えるのに使用します。このような特徴はペン 
の筆圧機能でさらに調整できます。ペンに加える力で、線の太さ、色の混ぜ合わせ、透明度を変えられま 
す0 



/ 
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消しゴム 


ペンのテールスイッチ（消しゴム）は、鉛筆の消しゴムのように働きます。 

補足： Bamboo Pen 用ペン （LP-160) にはテールスイッチ（消しゴム）は搭載されていませんのでご注 
意ください。 


消しゴム機能に対応するグラフィックソフトで、ぺ 
ンのテールスイッチ（消しゴム）をタブレットの操 
作エリアに近づけると自動的に消しゴムツールに切 
り替わり、直感的で自然な使いかたができます。 

筆圧機能に対応しているソフトウェアでは、ツール 
パレットの筆圧ツールを選ぶと、筆圧と消しゴムの 
幅や濃淡を調整できます。 

詳細については ペン先と消しゴムの感触 . ダブルク 
U ックを調整す る を ご覧ください。 



Office 2007またはそれ以降のバージョン、 
Windows 7および Vista での消しゴム機能は、 
デジタル インク で 書かれたメモやスケッチを消す 
ことができます。また、ソフトウェア内のテキス 
卜や表計算のセルの中のテキストを選択して消去 
することちできます。 



消しゴム機能に対応するグラフィックソフトについては、ワコムのホームページ、および本書の 製品情報 
をご覧ください。ソフトウェアが消しゴム機能に対応していない場合でも、ポインタの移動や、線引き、 
アノテーシヨン（書き込み）には、消しゴムを使うことができます。 


目次 索引 
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画面を見ながらペンを使う 

[Z] 

この練習は、ペンを使用するために、目と手の連動に慣れるために作られています。 

1. グラフィックソフトを開きます。線ツールを使って2◦〜25 mm の間隔で格子を描きます。通常の 
マウスを使ってもよいでしよう。 

2. フリー八ンドツールを選択して、格子の各交点にペンで点を打ちます。 

3. 格子の各交点にペンでX印をつけます。 

4. 今度は、画面をクリアして簡単な絵を描いてみてください。ペンを使うほど、字を書いたり、線を引 
いたり、ポインタを操作することが楽になっていきます。 


ペン入力のカスタマイズ 

ペンは簡単にカスタマイズできます。 

ペンを使ってコント□—ルパネルを開きます。「ペン」タブを選択し、続いて利用できるオプションを選 
択します。 

コント□—ルパネルを開く 

コント□—ルパネル概要 
ペン入力をカスタマイズする 


目次 索引 
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Bamboo シリーズをカスタマイズする 

Bamboo シリーズのコント□—ルパネルを使って、使いやすいように Bamboo シリーズをカスタマイズ 
でぎます。 

コント□—ルパネルを開く 

コント□—ルパネル概要 
タッチ入力をカスタマイズする 

ペン入力をカスタマイズする 

ポタン機能 


コント□ールパネルを開く 

コント□—ルパネルを開くには、 

- Windows : Windows の「スタート」ボタンをクリックして、「すべてのプ□グラム」を選択します。 
次に 「Bamboo」 を選択し、 「Bamboo の設定」オプションを選択します。 

• Macintosh : 「Finder」 の「アップル」メニューあるいは「アプリケーション」フォルダから「シス 
テム環境設定」を開きます。次に 「Bamboo」 アイコンをクリックします。 

コント□—ルパネルでは、お使いの機種および設定に当てはまるタブとオプションしか表示されません。 

補足：□グインした後、各ユーザはコント□—ルパネルで個人の設定をカスタマイズすることができま 
す。別のユーザに切り替えると、自動的にそのユーザの設定が読み込まれます。 
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コント□ールパネル 
を閉じます。 


コント□—ルパネルを使う場合、参考として以下のセクションをお読みください。各タブについての詳細 
な説明と、カスタマイズに役立つヒントを掲載しています。 

タッチ入力をカスタマイズする 

ペン入力をカスタマイズする 

ボタン機能 


コント□ールパネルお 
よびドライバに関する 
情報を表示します。—— 


選択したタブを標準 
設定にリセットしま 
す。 

オンラインマニユア 
ル（本書）を表示し 

On ^ 〇 


チ2— トリアルマニュアルを 
表 7 JT します0 


設定をいろいろ試して、最適な設定を見つけてください。変更はすぐに反映されます。タブを標準設定に 
戻すには、「標準設定」ボタンをクリックします。 

ヒントはほとんどのコント□—ルパネルの項目の上に表示されます。項目の上に画面のポインタを置いて 
静止させると、すぐにヒントがポップアップします。 

キ_ボ_ドのタブと矢印キーを使って、コント□—ルパネルを操作することもできます。 



コント□ールパネル概要 

コント□—ルパネルを使って、ペン（対応機種のみ)、タブレツトをカスタマイズできます。 


砉 Bamboo の設定 


ペン丨|タブレット|タッチオプション丨タッチ機能1 

へ-消しゴムの!垂 I : 

' - □ - 


孟らかい 


硬い 


/1右ボタンクリック 


/|スクロ-ル/移動… 


， ペン先の感賊： 


V 


-Q- 


柔らかい 

タブルクリック距離 


分 


小さい 


大きい 


[□ク u シク昔 


座標検出モード 
p m ペンモ-ド 


(h 


〇 マウスモード 


詳細設定... 


詳細設定... 


詳細設定 


標華設定 


タブレツトについて 


L- トリアル 


~レプ 


を、フに示力定 
ルタ定表、設 
ネの設がとな。 
パいとブる能す 
ル使種夕す可ま 
一お機る。択ズれ 
□、のます選イさ 
卜と卜はまをマ示 
ンくッてれブタ表 
n 開レ当さタスが 
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「ダブルタップの間隔」 
では、ダブルクリック 
を認識させるための速 . 
さを調節します。設定 
をテストするには、「テ 
スト」エリアにポイン 
夕を置き、2回タップ 
します。 


「スクロールスピード」 
で「ジェスチヤーによ 
るスクロール」の速度 
を設定します。 


タッチによる 橾作も ご覧ください。 


補足：タッチ速度と加速度の設定は、通常のマウスの設定から独立しています。これらの設定を変更しても、通常 
のマウスの設定に影響はありません。ただし、通常のマウスの設定を変更すると、タブレツトの設定に影響 
することがあります。 



タッチ入力をカスタマイズする 




使いかたに合わせて、タッチ入力の最適なカスタマイズを行うことができます。コント□—ルパネルから 
「タッチオプション」タブ、または「タッチ機能」タブを選んで設定します。 

タツチオプシヨンを設定する 

タッチ機能を設定する 

タブレツトとファンクションキーの機能を設定する 

タッチ入力を無効にする 


タッチオプションを設定する 




「タッチオプション」タブを選んで設定します。 

ここでは、タッチ操作やジェスチヤーを感知させるための速度を設定します。 


「ポインタの速度」ではトラッキングおよびナビ 
ゲーシヨン用に、ポインタの速度を調節します。 
ポインタをゆっくり動かしたい場合は、「遅い」 
にスライドします。ポインタを素早く動かした 
い場合は、「速い」にスライドします。 


「ポインタの加速」では、画面のポインタ 
の加速度レベルを設定します。タブレット 
上の指の動きに対する反応を遅くするとき 
は「低」に、速くするときは「大きい」に 
スライドします。 


下す触問合ン 
をまてう湯ョ 
度しつまるシ 
感択誤しいプ。 
の選にてて才す 
力にアれしのま 
入合リさ生こし 
チ場エ識発、択 
ッる作認がは選 
夕げ操れ題にを 
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様々な使いかたに対応できるように、 
右クリックなど一部の機能は別の動作 
でも実行できます。 


タッチによる 橾作 も ご覧ください。 


各機能にポインタを移動させると、その機能の動画デモ 
を見ることができます。 

オプシヨンを選択しなければ、コント□ールノ v ° ネル上に 
各オプシヨンの動画デモが表示されます。 


タッチ機能を設定する 

「タッチ機能」タブを選んで設定します。 

ここでは タッチ入カ オプション の オン 
/オフを切り替えることができます 
(ソフトウェアが対応している場合)。 
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タブレツトの向き 



タブレツトとフアンクシヨンキーの機能を設定する 

「タブレツト」タブを選択して、タブレツトの向きを設定し、フアンクシヨンキーをカスタマイズします。 


♦ Bam boo の設定 


ペン| % e ^ rj ^ nzi - タブレット|タッチオプション|タッチ機能 
タブレツトの向き 


左手用 


右手用 


フアン外 3' ノキ_ 


-外チ機能 ON/OFFtiD り替え 


1右ボタンク 1 J ック 


クリック 


標進設定 


Iタブレツトについて] 


3•—トリアル 


~レブ 


フアンクシヨンキーの プルダウンメニューから、キーを押したときに実行する 機能を 選択します。プルダ 

機能 ウンメニューで選択された機能が表示されます。 

• 一番上のキーの標準設定は「タッチ機能 ON / OFF 切り替え」で、このフアン 
クシヨンキーを押すことによって一時的にタッチ入力を無効にすることができ 
ます。タッチ入力を再開にするには、再度このフアンクシヨンキーを押しま 
す 。 （Bamboo Touch の場合、このキーの標準設定はインターネットブラウ 
ザでの「進む」です。） 

- Bamboo Dock を開く、または前面に持ってくるには、上から2番目のキー 
を押します。もう一度キーを押すと 、 Bamboo Dock は最小化されます。 

より詳細な情報については、 http :// bamboodock . wacom . com をご覧くだ 
さい。 

-下から2番目のキーの標準設定は、「右ボタンクリック」です。 

-一番下のキーの標準設定は、「クリック」です。 

補足 ： Bamboo Pen タブレット （ CTL -460) にはフアンクシヨンキーは 
搭載されていませんのでご注意ください。 
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タッチ入力を無効にする 




說チオプシヨン」タブ' または「タツチ機能」タブを選択して、ダンチ入加オン/オフを切り替え 



選択を解除するとタッチ入力が無 
効になり、フアンクションキー 
(およびペン）の操作だけが有効に 
なります。 

「タッチ入力を有効にする」オプ 
ションを選択します。 

このオプションは、「タッチ機能 
〇 N / OFF 切り替え」機能を割り当 
てた ファ ンク シヨ ンキーを押すこ 
とによっても変更できます。 
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ペン入力をカスタマイズする 


/ 


ペンは簡単にカスタマイズできます。ペンを使ってコント□—ルパネルを開き、お使いの環境に合わせ 
巳 amboo シリーズをカスタマイズできます。 



テールスイッチ（消しゴム）の 

感触の調整 

補足： Bamboo Pen 用ペン 

( LP -160) にはテールス 
イッチ（消しゴム）は搭 
載されていませんのでご 
注意ください。 


サ #スイツチのカスタマイズ 


ペン先の感触とダブルク U ックの調整 



Zli ップアップメニューのカスタマイズ 


索引 
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「ペン」タフを選択します。 

太い線を引きたい場合、または軽いタッチでクリックしたい場合は、「ペン先の感触」のスライダを「柔 
らかい」へ移動させます。細い線を引きたい場合は、スライダを「硬い」へ移動させます。 

消しゴムを太い幅で、あるいは軽いタッチで消したい場合は、「消しゴムの感触」のスライダを「柔らか 
い」へ移動させます。細い幅で消したい場合は、スライダを「硬い」へ移動させます。 


消しゴムを使うときに必- 
要な筆圧をカスタマイズ 
します。スライダをド 
ラッグして柔らかい、ま 
たは硬いに設定します。 

補足 ： Bamboo Pen 用 
ペン ( LP -160) 
には テール スイッ 
チ（消しゴム）は 
搭載されていませ 
んのでご注意くだ 
さい0 


クリックや描画、インク 
に必要な筆圧をカスタマ 
イズします。 

スライダをドラッグして 
柔らかい、または硬いに- 
設定します。 


チェックを入れた場 
合、コンピュータの 
スピーカがオンのと 
きにペンでクリック 
すると、「カチッ」と 
音が聞こえます。 


ヒント：「ペン先の感触」を柔らかいほうへ設定すると、筆圧の感度が高まります。ソフトウェアによっては、柔 
らかい筆圧の設定に過剰に反応する場合があります。ペンを少し押しただけで画面に大きく広がったりす 
る場合は、「ペン先の感触」の設定を硬くしてみてください。 

ダブルクリックを簡単にするには、ダブルクリックする範囲（ダブルクリック距離）を大きくします。 

補足：グラフィックソフトによっては、ダブルクリック距離を大きくすると筆のストロークに時間差が生じるた 
め、ドラッグの動きやインクのストロークにも時間差が生じることがあります。このような場合はダブルク 
リック距離を小さく設定し、サイドスイツチを使用してダブルクリックしてみてください （ サイドスイッチ 
を使う をご覧ください）。 
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im boo の設定 


| |タブレット|タッチオプション|夕、ンチ機能| 

'消しゴム¢>1就 S : 
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柔らかい 


绠い 


y I 右ボタンクリック 


ノ I スクロール/移動… 


, ペン先の感嫌： 


-V 


- 0 - 


クリック音- 


座標検出モード 

m ペンモード 


柔らかい 硬い 

ダブノレクリック距難 


詳轴設定... 


6 


〇マウスモード 


翻設定… 


小さい 


大きい 


翻設定 


I タブレツトについて] 
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サイドスイッチのカスタマイズ 


/ 


各サイドスイツチには、マウ 



「サイドスイッチエキスパートモード」を変更して、右クリックなどのクリック機能を実行する場合の方法を変え 
ることができます。「詳細設定」ボタンをクリックして、「サイドスイッチエキスパートモード」設定画面を表示 
します。 


「浮かした状態でのクリック」を選択した場合、ペン先を夕 
ブレット面に接触させずにクリック機能を実行することが 
できます。 

「ペン先とともにクリック」を選択した場合、正確な位置で 
クリックすることができます。クリック機能を実行するに 
は、サイドスイッチを押しながらペン先をタブレツト面に 
接触させます。 




浮かした状態での ペン先とともに 

ク IJ ック ク U ック 


n 細設定 

注窟：この設定は全てのタブレットの全てペンに適用されま 
T- 

サイドスイッチェキスパー ト モード 

#) 浮カヽした状態で®クリック 

タブ レッ トの表面近くでペンを浮かした状態®ままサイ 
ドスイッチを押すことて、右クリックまたは他のクリッ 
ク機能を実行させます- 

©ペン先とと右にク 1 J ック 

ペン先をクリックし同時にサイドスイッチを押すことで 
、 右クリックまたは他のクリック機能を実行させます- 


これは TabletPC のデフ オル 卜 設定と同じモード T す □ 
[丰レ丨 [ 0 K 
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タブレツトの座標検出 


/ 


「ペン」タブを選択して、タブレットの座標を設定します。「座標検出モード」オプションで、タブレット 
上のペンの動きと、画面上のポインタの動きとの関係を設定できます。 

標準設定では、タブレットの操作エリア全体が、画面全体にマッピングされます。複数のディスプレイを 
使用している場合、タブレツトは、すべてのディスプレイ画面にマッピングされます。 マルチデイスプレ 
イへの マッピング を ご覧ください。 



「座標検出モード」オプションで画 
面のボインタの動きかたを制御し 
ます。 

• 「ペンモード」を選択すると、 
画面上のポインタの動作がタブ 
レット上のペンの動作に対応す 
るように、ポインタが設定され 
ます。これによつて、タブレッ 
卜上にペンを置くと、ポインタ 
が、画面上の対応するポイント 
までジャンプします。これは絶 
対座標で、ペンの標準設定で 
す。「詳細設定」をクリックし 
て、 タブレットの マッピング を 
カスタマイズします。 

• 「マウスモード」を選択すると、 
通常のマウスのように、動いた 
方向と距離に応じてポインタが 
移動します。 

「詳細設定」をクリックして、 
ポインタの诔度の設定（マウス 

モード） を行います。 


補足：卜%@スサイドスイッチまたはフアンクシヨンキーの 
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ぺ 2 モードの「詳細設定...」ボタンをクリックすると、「ペンモードの詳細設定」ダイア□グボックスが 
表爪されます0 

「表示エリア」オプションで、タブレツトに割り当てる 
画面の領域を選択します。 


「全画面」複数のディスプレイを使用している場 
合、すべてのディスプレイの表示領域全体に割り 
当てられます。標準設定です。詳細については V 
ルチディスプレイへのマッピング をご覧ください。 

「モニタ」指定した1つの画面の領域全体に割り 
当てられます。 

「一部分」デスクトップ領域の一部分にマッピン 
グします。「設定...」をクリックすると、 表示ェ IJ 
Z を設定するダイアログボックスが表示されます。 


工場出荷時の標準設定に戻します。 



ぼ横比を保持」ポックスをチェックするか' またはチェックをはずして' タブレットと画面との関係を設定しま 


「縦横比を保持」のチェックをはずした場合、正確な縮尺、比率は保持されませ 
ん。選択したタブレットの操作エリアが、選択した画面の表示エリアに割り当 
てられます。タブレットで円を描いてもディスプレイ画面では楕円になること 
があります。標準設定です。 



「縦横比を保持」にチェックを入れると、正確な縦横比が保持されます。タブ 
レットで円を描くとディスプレイ画面でも円が描かれます。設定によりますが、 
このオプションが選択されている場合、タブレツトの操作エリアで利用できな 
い領域があります。 



「タブレット操作エリア」オプションを使って、画面にマッピングするタブレットのエリアを選択します。 

• 「最大」タブレットの操作エリア全体を画面に割り当てます。標準設定です。 

• 「一部分」タブレットの操作エリアの一部分を画面に割り当てます。「設定…」をクリックすると、 タブレット 
操作 エリア を 設定するダイア□グボックスが表示されます。 

補足： Bamboo シリーズは、縦横比16 :10のディスプレイに対して最適化されていますが、他の縦横比のデイ 
スプレイを使う場合は標準設定が自動的に調整されます。 
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一部分 タブレツトに対してディスプレイ画面の一部分を割り当てることができま 

す。「設定...」をクリックすると、「画面の一部分」ダイア□グボックス 
が表示されます。 


次の中から、表示画面の一部分 
を定義する方法を選択してくだ 
さい。 

• 前面の四角形の角をドラッグ 
して、表示エリアを選択しま 
す0 


• 「開始」ボタンを選択し、画 
面のボインタを動かして表示 
エリアを選択します。画面の 
「メッセージ」に従って設定 
して < ださい。 




表示エリア 


/ 


^ン ア 工^:」オプションで、タブレットをディスプレ 


全画面 


モニタ 


複数のディスプレイを使用している場合、すべてのディスプレイの表示領 
域全体にマッピングします。標準設定です。詳細については、 マルチディ 
スプレイへの マッピングを ご覧ください。 _ 

指定した1つのディスプレイの表示領域全体に割り当てられます。 


8 


'アバ 
とにデ 
あ域力。 
た領入い 
しのうさ 
義他違だ 
定の'く 
をそはて 
分のにし 
部アる用 
|リす使 
のエスを 
面示セス 
画表クイ 


索 


次 

0 




































タブレツト操作エリア 


/ 


「ペンモードの詳細設定」ダイアログボックスの「タブレット操作エリア」オプションで、画面に割り当 
てるタブレットの操作領域を定義することができます。 

最大 タブレツトの操作エリア全体を画面の表示部に割り当てます。標準設定で 

す0 


一部分 ディスプレイ画面に対してタブレツト操作エリアの一部分を割り当てま 

す。「設定...」をクリックして、「操作面の一部分」ダイア□グボックスを 
開ぎます。 



目次 索引 







































ポインタの速度の設定（マウスモード) 


/ 


「マウスモード」で、画面のポインタの加速と速度を変更するには、マウスモードの「詳細設定...」ボタ 
ン（「ペン」タブに配置されています）をクリックします。ダイア□グボックスが表示され、ここでマウ 
スモードの設定を調節できます。 



「マウスモード」の場合- 
に、 ポインタの加速を設 
定します。 


工場出荷時の標準設定 
に戻します。 


「マウスモード」の場合 
に、ポインタの速度を設 
定します。 


補足：デバイスボタンを「ペン0マウスモード…」に設定した場合も、このダイア□グボックスが表示されます。 
ただし、1つのデバイスにつき、「加速」と「速度」は1つしか設定できません。 

マウスモードの加速と速度の設定は、システム設定から独立しています。これらの設定を変更しても、同様 
のシステム設定に影響はありません。ただし、システム設定を変更すると、同様のタブレツトの設定に影響 
することがあります。 


目次 索引 



























ポップアップメニューのカスタマイズ 

ポップアップメニューは、ペン及びタッチ入力の使える機種で設定可能です。 

「ポップアップメニュー」タブを選択し、カスタムメニューを作成して、メニューに表示される利用可能 
なオプションを定義します。 

ポップアップメニューを表示するには、サイドスイッチの1つを「ポップアップメニュー」機能に設定す 
ることが必要です。設定後スイッチを押すと、画面のポインタの位置にポップアップメニューが表示され 
ますので、利用できるオプションをクリックして選択します。 

何も選択せずにポップアップメニューを閉じるには、メニューの外側をクリックします。 



「ポップアップメニュー」リストに 
追加する ポタン 機能 を 潠択します。 


ポップアップメニューに追加された機 
能をリスト表示します。項目の順番を 
変更する場合は、変更後の位置にド 
フックします0 

編集する場合は、項目をダブルクリツ 
クします。 


選択された項目 
をリストから削 
除します。 


ポップアップメニュー 
の「ポップアップフォ 
ント」と「文字サイ 
ズ」を設定します。 


タブの設定を標準設定に戻します。 


重要：この操作を行うと、定義されたポップ 
アップメニューの項目はすべて削除され 
ます。 
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ポタン機能 


ク IJ ツク ► 

クリック 

キース ト □— ク… 

右 >ボ タンクリック 

修飾丰一… 

中 ボタンク U ック 


ダブルクリック 

民る 

第4ボタンクリック（戻る） 

進む 

第5ボタンクリック（進む） 

V Bamboo Dock 

Bam boo® 設定 


デスクトップの表示 


タスク切り替え 


間く/起動… 


外 チ機能 ON/OFFt® り 替え 


タブ レツト PC ► 


趣 


標 '華設定 


機能 

説明 


以下のオプションは、コント□—ルパネルの 
ドロップダウンメニューに表示され、ファンク 
シヨンキーおよびサイドスイッチの設定に利用で 
ぎます。 


クリック 
クリック 

右ポタンクリック 

中ボタンクリック 
ダブルクリック 

ク U ック□ック 


第4ポタンクリック 
第5ボタンクリック 


ご使用の環境により、利用できないオプシ: 
あります。 

その場合はメニューに表示されません。 


ンも 


ペン先の標準設定です。マウスボタンクリックに相当します。 

右ボタンクリックを行います。クリックすると、コンテキストメ 
ニューが表示されます。 

中ポタンクリックを行います。 

ダブルクリックを行います。ペン先で2度たたく代わりにこの機能を 
使用すると、ダブルクリック操作が簡単になります。 

スイッチを1回押すと、マウスの左ボタンを押してそのまま押し続け 
ている状態になります。もう一度押すと、左ボタンから指を放すこと 
に相当します。クリックロックは、オブジェクトをドラッグしたり、 
テキストブロックを選択したりする場合に便利です。 

マウスの第4ボタンクリック（戻る）に相当します。 

マウスの第5ボタンクリック（進む）に相当します。 


戻る 

ブラウザの「戻る」 

コマンドに相当します。 

進む 

ブラウザの「進む」 

コマンドに相当します。 


消しゴム 


ペン入力のみのオプションです。「消しゴム」機能に対応しているソ 
フトウェアでは、このボタンを押したときにペン先が消しゴムの役割 
をします。消しゴムの使い方については、 消しゴム を ご覧ください。 



目次 


索引 


52 


















目次 


索引 


機能 

キ _ ストロ _ ク ... 


説明 


キーストロークを実行することができます。このオプションを選択す 
ると、「キースト□—クを登録」ダイア□グボックスが開きます。 



キースト□ーク入カボックスに入力 
した最新の内容のみ削除します。 

キースト□ーク入カボックスを—— 
クリアします。 


修飾キー... 


手動で、1つのキースト□—クまたはキースト□—クの組み合わせを 
「キー」ボックスに入力することができます。 

キ _ ストロ _ クには、文字キ _ 、テンキ _ 、 「 F 3」 のようなファンク 
シヨンキ ー 、修飾キー （ Windows では 「 Shift 」、 rAItJ .「 Ctrl 」、 
Macintosh では fshift 」、「 option 」、「 command 」、「 control 」 
キー）を組み合わせることができます。 

「特殊キ_」メニュ_から、特別なキ_ストロ_ク、またはキ_スト 
□—クの組み合わせを選択することもできます。 

キースト□—クを入力したら、 「0 K 」 をクリックします。 

重要： 「 Enter 」 キー （ Windows) および 「 return 」 キー 

( Macintosh ) は、「キースト□ークを登録」ダイアロ 
グボックスの 「0 K 」 を選択するのに使用しないでくだ 
さい。必ずペンを使用して 「0 K 」 をクリックしてくだ 
さい。 

ダイアログが表示されたら、キーストローク定義に名前を入力します。 
名前は、それぞれのコント□—ルまたはポップアップメニューに表示 
されます。 

各ソフトウェアがどのキースト□—ク シヨー トカットに対応している 
かについては、そのソフトウェアに付属の取扱説明書をご覧ください。 


修飾キー (Windows の 「 Shift 」、「 Alt 」、「 Ctrl 」 キーや、 
Macintosh の 「 shift 」、「 option 」、「 command 」、「 control 」 キー 
など）を割り当てることができます。多くのソフトウェアでは、修飾 
キーを使用してオブジェクトの大きさや位置を限定します。 


キーオプションをチェックして選択します 
(複数可)。 

「クリック」ボックスをチェックすると、ス 
イツチを押すと必ずマウスのクリックが実行 
されるようになります。 


Shift、Alt、Ctrl 丰一の登録 


〇 Shift 
□ Alt 


■〇ク 1 J ック 


キヤンセル 
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機能 


ポップアップメニュ - 


スクロ_ル/移動... 


説明 


ペンのス如ール速度 


画面上にポップアップメニューを表示します。詳しくは、 「ポップアッ 
プメニューのカスタマイズ I をご覧ください。 _ 

ペン入力のみのオプションです。「スクロール/移動...」に設定された 
サイドスイッチを押して、タブレットの操作エリアでペン先をドラッ 
グすると、文書または画像をウィンドウ内で自由に移動させることが 
でぎます。 

「スクロール/移動...」を選択する 
と、「ペンのスクロール速度」ダイ 
ア□グボックスが表示されます。文 
書または画像内でグラバー八ンドに 
よるパン機能をサボートしていない 
ソフトウェアのスクロール速度が設 
定できます。 

設定を遅くするとスクロール速度が 
下がることから、画像の正確な制御 
が必要な細かい作業がやりやすくな 
ります。 


ペンのスク□-ル速度 

遅い 


速い 


注意：手のひらツールで移動を行なうアプリケーシヨン 
では、ペンのスクロール速度の設定 t 坂映されません。 


|標準設定 I [ ル I [ OK 


Bamboo Dock 

Bamboo Dock を開きます。より詳細な情報については、 
http :// bamboodock . wacom.com をご覧ください。 

Bamboo の設定 

コント□ールパネルを開きます。 

デスクトップの表示 

開いているウィンドウをすべて最小化して、デスクトップを表示します。 

タスク切り替え 

「タスク切り替え」ダイアログが表示され、起動中のソフトウェアから 
前面に表示させたいソフトウェアを選択できます。 Aero を搭載した 
Windows 7および Windows Vista のシステムでは、フリップ 3 D 
が起動して、前面に表示させたいソフトウェアを選択できます。 


開く/起動... 


アプリケーションを起動 


起動するアプリゲーシヨン 


— キャン ty レ 


ダイア□グボックスを開いて、起動する特定のソフトウェア、ファイ 
ル、またはスクリプトを選択することができます。 

「参照...」ボタンをクリックし 
て、起動するソフトウェア、 

ファイル、またはスクリプトを 
選択します。選択した内容が、 

「起動するアプリケーション」 

ボックスに表示されます。その 
選択でよければ 「0 K 」 をク 
リックします。 

ダイア□グボックスが閉じ、選択した「開く/起動_.」オプションがデバイ 
スボタンオプションとして割り当てられます。次回デバイスボタンを押すと、 
割り当てられたオプションが起動します。 

ポップアップメニューのオプションとして割り当てた場合は、ポップアップ 
メニューリストに表示されます。 


目次 


索引 


I .礞暾 


54 



0 


画 

と、。 
すす 
かま 
動し 
を動 
先移 


ツか 

V 卜 

スツ 
ドレ 
イブ。 
サタ5 
、はさ 
はただ 


ンが合まく 


ぺ像 
で画 
上や 
卜書 
ツ文 
レの 
ブ上 


場、て 
るすし 
す離離 
了をを 
終指先 
をらン 
動 y ぺ 

33 / 


夕面移チら 





























































機能 説明 


タッチ機能 ON / OFF 切り替 Bamboo および Bamboo Fun で設定可能です。「タッチ機能 ON / 

え OFF 切り替え」は、ペンで作業しているときの不用意なタッチ入力を 

防止したい場合に便利です（たとえば不用意な右クリックを避けるた 
め)。「タッチ機能 ON / OFF 切り替え」機能を割り当てたファンク 
シヨンキーを押すことによって、一時的にタッチ入力を無効にします。 
タッチ入力を再開にするには、再度このファンクシヨンキーを押しま 
す0 「タブレツトとファンクションキーの機能を設定する I をご覧くだ 
さい。 


Ink 文字認識 ON/OFF ( Macintosh ) Ink の「手書き認識」機能をオンとオフに切り替えま 

す。 Ink は筆跡を認識して、テキストに変換し、ドキュメントに挿入 
します。この機能を使用するには、 Ink をオンにする必要があります。 
Ink の使い方については、 Macintosh のヘルプをご覧ください。 


タブレツト PC 


• Tablet PC 入カパネル Tablet PC 入カパネルに対応するタブレット PC、Windows 7およ 

び Windows Vista で利用可能なオプションです。この機能が割り当 
てられたデバイスボタンを押すと 、 Tablet PC 入カパネルが開きま 
す。 


• Windows Journal Windows Journal を含む Windows 7 、 Windows Vista 、 タブ 

レット PC で利用可能なオラションで含 。 Windows Journal を開き 

よ 9 〇 


Expose Macintosh のみのオプシヨンです。開いているすべてのウインドウ 

_ をタイル表示します。 _ 

筆圧一定 ボタンを押している間、筆圧を現在の筆圧レベルに保ちます。 

たとえば筆圧感度を使って描画をし、筆の太さが希望のレベルになっ 
たところでボタンを押すと、ボタンを離すまでは同じ太さで描画でき 

4 〇 


ペン〇マウスモード… 「ペンモード」と「マウスモード」を切り替えます。詳細については、 

_ ポインタの速度の設定 （ y ウスモ' 5) をご覧ください。_ 

無効 _ ボタン機能を無効にします。 _ 

標準設定 ボタンを標準設定に戻します。 
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トラブルシューティング 

もし、トラブルがあった場合、以下のことを行ってください。 

1. タブレットドライバが正しく読み込まれなかった場合、画面に表示されるエラーメッセージで推奨さ 
れる処置をまず行ってください。それでも問題が解決されない場合は、本章のトラブルシューティン 
グ手順を調べてください。 

2. トラブルシューティング 情報 を ご覧ください。問題が記載されている場合、その指示に従ってみてく 
ださい。 

3. タブレットの 「Read Me 」 ファイルを開いて、最新情報をお読みください。 

4. タブレットとペン（対応機種のみ）を診断します。 タブレットのテス ト を ご覧ください。 

5. Bamboo シリーズと新しい八ードウェア、またはソフトウェア製品間に互換性の問題が発生した場 
合、新しいタブレットドライバが利用できるかチェックしてください。更新したタブレットドライバ 
のダウン□—ドに関する情報については、 ドライバのダウン□— ド を ご覧ください。ワコムは新製品 
との互換性を維持するために、ドライバソフトウェアを定期的に更新しています。 

6. ワコムのホームページの FAQ (よくある質問）を参照してください。 

7. このマニュアルの解決のポイントを読んでも、問題が解決しそうにない場合、ワコムのサボート窓口 
にお問い合わせください。サボートに関する情報については、 テクニカルサポート および 「Read 
Me 」 ファイルをご覧ください。 


タブレツトのテスト 

ペンのテスト 

トラブルシューティング情報 

テクニカルサポート 
上'ライ_バのダウン □_]< 
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タブレットのテスト 

1. コンピュータのスイッチを入れて、システムが完全に読み込まれるまで待ちます。 

2. 接続をチェックします。タブレットが正しく接続され、コンピュータがそれを USB デバイスとして 
認識すれば、タブレットのステータスランプが点灯します。そうならない場合は、以下をご参照くだ 
さい。 

-タブレットの USB 接続ケーブルが、コンピュータの利用可能な USB ポートにしっかり接続され 
ていることを確認します。 

• タブレットの USB 接続ケーブルに損傷がないかチェックします。 

• コンピュータのスイッチを入れて立ち上げた後、ステータスランプが点灯しなければ、 USB ポー 
卜の故障が考えられます。タブレットが利用可能な USB ポートに接続されていることを確認しま 
す。 

-別の USB ポートにタブレットを接続するか、または別のコンピュータ（本体）の USB ポートに 
接続してみてください。 

3. タッチおよびペン入力をチェックします。 

• タッチ入力をチェックします。タブレット面で指を動かして、画面のポインタが動くことを確認し 
ます。次にタップして項目を選択します。タブレットの操作エリアにタッチして、ステータスラ 
ンプが明るくなることを確認します。 

タブレットドライバが正しく読み込まれていない場合、タッチ操作では「トラック」のみ、フアン 
クシヨンキーでは標準設定「クリック（一番下のキー)」「右ボタンクリック（下から2番目の 
キー)」のみ認識されます。その他の動作は認識されません。このような場合は、 Bamboo タブ 
レットドライバ CD - ROM をコンビュータにセットして、タブレットドライバの再インス!ルを 
行ってください。 

• ペン入力をチェックします。タブレットドライバが正しく読み込まれていない場合、ペン入力は利 
用できません。 

このような場合は、 Bamboo タブレットドライバ CD - ROM をコンビュータにセットして、タブ 
レットドライバの再インス I ルを行ってください。 ペンのテスト もご覧ください。 

4. フアンクシヨンキーをチェックします。各キーを順番に押してチェックします。タッチまたはペン入 
力していない状態で、キーを押すたびにステータスランプが明るくなれば正常です。次にコント□一 
ルパネルを開いて、「タブレット」タブを選択します。「標準設定」ボタンをクリックして、タブレッ 
卜を標準設定に戻します。 

• タッチ入力のオフ/オンを切り替えるには、一番上のフアンクシヨンキーを押します 。 （Bamboo 
Touch の場合：インターネットブラウザを開いて、いくつかのリンクをクリックします。次にブ 
ラウザの該当するボタンをクリックし、リンク先から戻ります。次に一番上のフアンクシヨンキー 
を押し、ブラウザ内を「進む」方に移動します。） 

• インターネットブラウザを開いて、いくつかのリンクをクリックします。上から2番目のキーを 
押して、ブラウザ内を「戻る」方に移動します。 

• デスクトップ上の使用しないフォルダの上にポインタを置き、一番下のフアンクシヨンキーを押し 
てクリックが実行されることを確認します。 

-デスクトップ上の使用しないフォルダの上にポインタを置き、下から2番目のフアンクシヨン 
キーを押して右ボタンクリックが実行されることを確認します。 
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5. これらのテストのいずれかに不合格の場合、八ードウエアの故障が考えられます。 テクニカルサボー 
上を ご覧ください。 

6. テスト前にカスタム設定を使っていた場合は、テストが終わったらコント□—ルパネルを使って設定 
を元に戻してください。 


ペンのテスト 


/ 


1. タブレットのテス ト を 行います。 

2. コント□ールパネルを開き「ペン」タブを選択した後、ペンをチェックします。「標準設定」ボタンを 
クリックして、ペンを標準設定に戻します。次に、以下の手順でチェックします。 

• タブレットの操作エリアにペン先でタッチします。次にテールスイッチ（消しゴム）でタッチしま 
す。ペン先またはテールスイッチがタブレット面に触れるたびに、ステータスランプが明るくなれ 
ば正常です。 

• ペン先に圧力を加えることなく、タブレット面から約7 mm 以内にペン先を保持して、サイドス 
イッチを順番に押します。サイドスイッチを押すごとに、ステータスランプが明るくなれば正常で 
す。 

• タブレット面に触れることなく、タブレット面から約7 mm 以内にペン先を保持しながら、ペン 
をタブレットの操作エリアで移動させます。画面のポインタが、ディスプレイ画面の対応する方向 
に移動すれば正常です。 

3. これらのテストのいずれかに不合格の場合、八ードウエアの故障が考えられます。 テクニカルサボー 
上を ご覧ください。 

4. テスト前にカスタム設定を使っていた場合は、テストが終わったらコント□—ルパネルを使って設定 
を元に戻してください。 
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タブレツトドライバをパー 
ジョンアップしたら、オンラ 
インマニュアルおよびチュー 
トリアルが利用できくなった。 


目次 



トラブルシューティング情報 

タブレットまたはペン（対応機種のみ）で問題が生じた場合、次の表を参照してください。問題が説明さ 
れ、解決策が提供されていたら、試してください。また 、 「Read Me 」 ファイルを参照ください。最新の 
情報が記載されています。 

問題のより詳細な情報については、ワコムのホームぺージ （ http :// tablet _ wacom . co . jp /) をご覧くだ 
さい。 

一般の問題 
タッチ入力時の問顆 

ペン入力時の問題 

Windows の問題 

Macintosh の問顆 


一般の問題 


タブレツトのステータスラン 
プが点灯しない。 

タブレットの USB 接続ケーブルが、利用可能な USB ポートに正し 
く接続されていることを確認します。 

ペン入力用に設定したタブ 
レツト使用中、コンピュータ 
が節電モードにならない。 

ペンを使用しない場合、タブレット面上に置かないでください。置い 
たままにすると、タブレットはデータを送り続け、コンピュータは節 
電モードにはなりません。 


補足：金属その他の導電性の物体の中には、タブレットがデータを送 
る原因となるものがあるため、使わないときはタブレット面に 
何も置かないのが一番です。 

タブレツト使用中に、画面の 
ポインタが揺れたり、飛び 
回ったりする。 

まれに、タブレットはコンピュータ画面あるいは AM ラジオ局から電 
磁波の影響を受ける場合があります。ディスプレイからの電磁波によ 
る影響に気付いた場合、タブレットをディスプレイから 30 cm 以上離 
してみてください。あるいは、ディスプレイのリフレッシュレートま 
たは解像度を変更してください。 

タブレツトは「右手用」（また 
は「左手用」）用に設定されて 
いるが、□グイン画面では夕 
ブレツトが上下逆に動作して 
いるように見える。 

Bamboo タブレットドライバ CD - ROM からタブレットドライバをイ 
ンストールしなおし、タブレットの標準設定の向きを変更します。詳 
細については、 タブレットの向きを設定する をご覧ください。 
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タッチ入力時の問題 


タッチ入力ができない。 「タッチ機能 ON / OFF 切り替え」に設定されたファンクションキーを 

押して、タッチ入力を有効に戻します。あるいはコント□—ルパネル 
を開いて「タッチオプション」タブ、または「タッチ機能」タブを選 
_ 択し、「タッチ入力を有効にする」オプションを選択します。 _ 

タッチ入力が一部しか機能し タブレットドライバが正しく読み込まれていない場合には、タッチ操 
ない。画面のポインタは動か作では「トラック」のみ、ファンクションキーでは標準設定「クリッ 
せるが、もっと複雑な動作や ク（一番下のキー)」「右ボタンクリック（下から2番目のキー)」のみ 

ジェスチャーは機能しない。 認識されます。その他のタッチ操作やジェスチャーは認識されません。 

このような場合は、 Bamboo タブレットドライバ CD - ROM をコン 
ピュータにセットして、タブレットドライバの再インス I ルを行っ 
_ てください。 _ 

複数の指で入力した場合に、 指同士が近づきすぎている場合、タブレットは別々の指として認識し 
正しく認識されない。 ていない可能性があります。指同士をもう少し離して動かしてくださ 

__ 

Adobe Photoshop 使用中 Photoshop の「環境設定」オプションで「スク□—ルホイールズー 
に、ズームイン、ズームアウ ム」機能が選択されていないことを確認してください。 

卜ができない。 _ 

Adobe Photoshop で作業す Photoshop の「環境設定」オプションで「スクロールホイールズー 
るときに、ジェスチャーのス ム」機能が選択されていないことを確認してください。 

クロールとパンが正しく動作 

しない。 _ 

ソフトウェアによってジェス 回転機能は、お使いのソフトウェアによって動き方が異なります。90 
チャーの回転の動作が変わる。度単位で滑らかに回転する場合もあれば、全く回転しない場合もあり 
あるいは全く機能しない。 ますが、タブレットの不調によるものではありません。 

このジェスチャーをタブレットに正しく認識させるために、2本の指 
を斜めに2 5 mm 以上離してからタブレット操作面に置き、回転中も 
その間隔を維持してください。 
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ペン入力時の問題 




ペンで画面のボインタの移動 
ができない、あるいは別の動 
作をする。 

タブレットドライバが正しく読み込まれていない可能性があります。 

タブレットドライバが読み込まれていないときの動作としては以下の 
ようになります。 

• フアンクシヨンキーの標準設定「クリック（一番下のキー)」「右ポ 
タンクリック（下から2番目のキ_)」のみ認識されます。その他 
の動作は認識されません。 

このような場合は、コント□—ルパネルの「プ□グラムと機能」ある 
いは「プ□グラムの追加と削除」から Bamboo のプ□パティ/ 

巳 ambo ◦を削除し、コンピュータを再起動後、 Bamboo タブレット 
ドライバ CD - ROM からタブレットドライバを再度インス1ルして 
ください。 

ペンで筆圧感度を使った線を 
引く、塗るなどの動作ができ 
ない。 

ご使用のソフトウェアが筆圧機能に対応しているかどうかを、ソフト 
ウェアの取扱説明書や発売元にご確認ください。ソフトウェアによつ 
ては、筆圧機能を利用可能にするための設定が必要な場合があります。 

クリックが利かない。 

コント□—ルパネルを開いて、「ペン」タブを選択します。「ペン先の 
感触1を柔らかく設定してください （ペン先と消しゴムの感触、ダブ 
ルク U ックを調整す るを ご覧ください）。 

ペンでマウスのクリックを行うと聞こえるように、「クリック音」オプ 
シヨン（チェックボックスのチェックが必要です）を選択します。 
「クリック音」を聞くには、コンピュータのスピーカを ON にして、 
聞こえるようにボリュームを設定しなければなりません。 

ペン先でダブルクリックが利 
かない。 

タブレットの操作エリアの同じ場所を2回、速くたたいていることを 
確認してください。 

サイドスイッチの 1 つをダブルクリックに設定することをお勧めしま 
す （クリックの 方法をご覧ください）。 

コント□—ルパネルを開いて、「ペン」タブを選択し、以下を試してく 
ださい。 

• 「ダブルクリック距離」を大きくしてみます。 

• 「ぺン先の感触」を柔らかく設定します。 

Windows : 1 回のクリックでプ□グラムが起動するように設定しま 
す。 クリックを ご覧ください。 

ペンがあらゆるものを選択す 
る。選択が解除できない。 

コント□—ルパネルを開いて、「ペン」タブを選択します。「ペン先の 
感触」スライダを「硬い」方に動かします。これで効果がない場合は、 
ペンのテス トを ご覧ください。 

消しゴムがあらゆるものを選 
択する。消し続ける。 

コント□—ルパネルを開いて、「ペン」タブを選択します。「消しゴム 
の感角虫」スライダを「硬い」方に動かします。これで効果がない場合 
は、 ペンのテス トを ご覧ください。 

ペンまたはインクのスト□— 
クの開始が遅れる。 

コント□—ルパネルを開いて「ペン」タブを選択し、「ダブルクリック 
距離」を小さくしてみます。 

クリック、描画、あるいは文 
字を書くときに、ペンを強く 
押さなければならない。 

コント□—ルパネルを開いて、「ペン」タブを選択します。「ペン先の 
感触」スライダを「柔らかい」方に動かします。 


目次 


索引 


I . 礞 _ 




















ペン先が利かない。 


画面のポインタがジャンプし 
て引き戻される。 


上下どちらかのサイドスイツ 
チが利かない。 


ポインタが画面上の思う位置 
に移動しない。またはペイン 
トソフトで、描いた線とポイ 
ンタの位置が合わない。 


必ず付属のペンを使用してください。他のペンは、本機で正しく機能 
しない場合があります。 

ペンのテス ト を 参考に、ペン操作を確認してください。テストのいず 
れかが不合格の場合は、八ードウエアの故障が考えられます。 


使用していないときや、他のポインティングデバイスを使用している 
ときには、タブレツトの上にペンを置かないでください。ペンをタブ 
レツトの上に置いたまますると、ほかの入カデバイスを使ったときに、 
画面のポインタの移動ができなくなる場合があります。 


タブレットの操作エリアから7 mm 以内にペン先があるときに、サイ 
ドスイッチを押してください。ペン先でタブレットを押さずにこれを 
行ってください。 

コント□—ルパネルで「ペン」タブを選択し、「詳細設定」ボタンをク 
リックして「サイドスイッチエキスパートモード」を確認してくださ 
い0 

「ペン先とともにクリック」を選択した場合、クリック機能を実行する 
には、最初にサイドスイッチを押してから、ペン先でタブレット面に 
タッチする必要があります。 サイドスイッチの カスタマイズ を ご覧く 
ださい。 

コント□—ルパネルで、実行したい機能にサイドスイッチが設定され 
ていることを確認してください。 

ペンのテス ト を 参考に、ペン操作を確認してください。テストのいず 
れかが不合格の場合は、八ードウエアの故障が考えられます。 


コント□—ルパネルを開いて、「ペンモード」が選択されていることを 
確認します。設定に問題がない場合は、「標準設定」ボタンをクリック 
して、タブレットから画面へのマッピングを標準設定に戻します。効 
果がない場合は、タブレットの設定ファイルを削除してください（詳 
しくは Windows の問顆 または Macintosh の間 題を ご覧ください）。 
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Windows の問題 

タブレツトの設定ファイルが 
壊れている。または、設定 
ファイルを標準設定の状態に 
ちどしたい。 


「 Bamboo 設定ファイルユーティリティ」を使用して、再設定を行い 
ます。開いているソフトウェアをすべて閉じ、 Windows の「スター 
卜」ボタンをクリックし「すべてのプ□グラム」を選択します。次に、 
「 Bamboo 」 から 「 Bamboo 設定ファイルユーティリティ」を選択し 
ます。 

• 作業を始める前にタブレット設定のバックアップを作成することを 
お勧めします。 「 Bamboo 設定ファイルユーティリティ」ダイアロ 
グボックスで、「バックアップ」をクリックし、画面の指示に従つ 
て設定します。 

• 続いて以下の手順でタブレットの設定を削除します。 

シングルユーザの場合 「 Bamboo 設定ファイルユーティリティ」 
ダイアログボックスで、「環境設定」の「削除」ボタンをクリック 
し、現在のユーザ設定を削除します。 

マルチユーザの場合「すべてのユーザ設定」の「削除」ボタンを 
クリックし、マルチユーザの設定を削除します。すべてのユーザの 
設定ファイルを削除するには、 administrator 権限が必要です。 
現在開いているタブレット用ソフトウェアを再起動してください。 

以前の設定ファイルのバックアップがある場合は、「□グインユーザー 
の設定ファイル」の「復元」ボタンをクリックするとタブレツトの設 
定を素早く復元できます。 
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起動時にタブレットが検出されませんでした。 

USB 接続ケーブルが、コンピュータ本体の利用可能な USB ポートに 
しっかり接続されていることを確認してください。また、タブレット 
のステータスランプが点灯していることも確認してください。 

「移動」メニューから、「ユーティリティ」フォルダを選択して、「シス 
テムプロファイラ」を立ち上げます。「内容」の中の「八ードウェア」 
から、 「 USB 」 を選択します。ワコム USB タブレットの機種がリス 
卜されています。タブレットの機種がリストにない場合、 USB タブ 
レットのケーブル接続をチェックするか、タブレットを別の USB 
ポートに接続してみます。 

これで解決しない場合は、タブレットドライバを再インストールして 
ください。 

それでも解決しない場合は、ワコムのテクニカルサボートに連絡して 
ください。 ニカルサ Jti 一 h をご覧ください。 


タブレツトの設定ファイルが 
壊れている。または、設定 
ファイルを標準設定の状態に 
ちどしたい。 


「 Bamboo ユーティリティ」を使用して、お使いの環境設定を調べま 

す。開いているソフトウェアをすべて閉じ、メインメニューの「アブ 

リケーシヨン」を開きます。続いて 「 Bamboo 」 を開き 、 「Bamboo 

ユーティリティ」を実行します。 

-作業を始める前にタブレット設定のバックアップを作成することを 
お勧めします。 「 Bamboo ユーティリティ」では、「現在のユーザ」 
または「すべてのユーザ」を選択します。次に、「バックアップ」 

をクリックし、設定指示に従います。 

• 次に、下記のとおり、タブレット設定を削除します。 

シングルユーザの場合 「 Bamboo の削除」ユーティリティが起 
動したら、「□グインユーザー」を選択し、「削除」ボタンをクリッ 
クします。□グアウトして、□グインします。タブレットドライ 
ノ（が読み込まれると、標準設定の状態で新しい設定ファイルが作成 
されます。 

複数ユーザの場合 「 Bamboo の削除」ユーティリティが起動し 
たら、「すべてのユーザー」を選択し、「削除」ボタンをクリックし 
ます。□グアウトして、□グインします。タブレットドライバが 
読み込まれると、標準設定の状態で新しい設定ファイルが作成され 
よ 9 〇 

補足：ユーティリティの中の「復元...」ボタンをクリックして「□グ 
インユーザー」または「すべてのユーザー」の設定ファイルを 
素早く復元することができます。 

補足： 「 PenTablet . Prefpane 」 ファイルを「ライブラリ」の 

「 PreferencePanes 」 フオルダから手動で削除しないでくださ 
し、。このファイルを削除するのは、タブレットドライバをアン 
インス!ルする場合と、 「 Bamboo ユーティリティ」を使用 
する場合だけです。 
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Ink が、タブレットで正しく Ink の設定ファイルに問題があるかもしれません。次のようにして、 
動作しない。 損傷した設定ファイルを削除します 。 「Handwriting recognition 

is :」 をオンにすると、設定ファイルは再作成されます。 

1. システム環境設定パネルを開き、「すべてを表示」を選び、 「 Ink 」 

を選択します。次に 「Handwriting recognition is :」 をオフにし 

よ 9 〇 

2. 「移動」メニューから、「ホーム」を選択します。「ライブラリ」を 
開いて、 「 Preferences 」 フォルダを開き、次の設定を削除しま 
す。 

• com . apple . ink . framework.plist 

• com . apple . ink . inkpad.plist 

• com . apple . ink . inkpad.sketch 

3. 再度、「システム環境設定」— 「 Ink 」 と選択し、手書き認識をオン 
にします。 

4. タブレットとペンを使って、 Ink 機能をテストします。 

5. この処理で Ink の問題が解決されない場合は、アップルのサボート 
に連絡してください。ワコムは Ink についてのサボートは行ってお 
りません。 
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テクニカルサポート 

タブレットに問題がある場合、初めにタブレットのクイックスタートガイドを読んで、正しくインス! 
ルされていることを確認してください。次に、このマニュアルの中の トラブルシュー ティング の 矶理を見 
直してください。問題の内容が記述され、解決法が示されています。 

このマニュアルの中に解決法が見つからない場合、プラットフォームの 「Read Me 」 ファイル 
( Bamboo タブレットドライバ CD - ROM にあります）に、問題に関する最新情報が記載されていること 
があります。ワコムのホームページの製品 FAQ (よくある質問）もチェックしてください。 

インターネットが接続できる場合は、ワコムのホームページから最新のドライバソフトウェアをダウン 
□-ドすることができます。 ドライバのダウン□— ド を ご覧ください。 

問題が解決せず、タブレットが適切に動作していないと思われる場合、ワコムのカスタマーサポートに連 
絡してください。連絡先については、クイックスタートガイドの「サボート窓口について」または 
巳 amboo タブレットドライバ CD - ROM の 「Read Me 」 ファイルをご覧ください。 

電話によるサボートを受ける場合、次の情報を用意してください。 

• 本書 

• タブレットのシリアルとモデル番号（タブレットの背面をご覧ください） 

-ドライバのバージョン （ Bamboo タブレットドライバ CD - ROM をご覧ください。あるいはコン 
卜□—ルパネルの「タブレットについて」ボタンをクリックしてください） 

• コンピュータの製造元と型式、および 0 S のバージョン 

• コンピュータに接続された周辺機器のリスト 

-問題が発生したときに使用していたソフトウェアとバージョン 

• 画面に表示された正確なエラ_メッセ_ジ 

• 問題が発生したときに起こったことにどう対処したか 

• どのように問題を解決しようとしたか 

FAX にて修理をご依頼になる場合は、 お問い合わせ/修理依頼 票 を コピーし、必要事項をご記入の上、お 
問い合わせ/修理依頼票に記載の FAX 番号までお送りください。 
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ドライバのダウン□ード 

ワコムは新しい製品との互換性を維持するために、定期的にタブレットドライバを更新します。機能を最 
適に使用するためにドライバを定期的に更新することをお勧めします。新しいタブレットドライバ（利用 
できる場合）は、ワコムのホームページからダウン□—ドすることができます。 

ダウン□—ドべージ： http :// tablet . waconn . co . jp / download/downl . html / 

重要：インターネットからダウン□—ドしたタブレットドライバでバージョンアップする場合、イ 
ンス I ル前に古いドライバをアンインス I ルすると、電子マニュアルとチュートリアル 
がシステムから削除されます。また、 Bamboo アイコンやコント□—ルパネルの表示が 
「 Bamboo 」 から「ペンタブレット」に変わり、すべての設定がお買い上げ時の状態に戻り 
ます（標準設定で「タブレットの向き」をカスタマイズしていた場合も、右利き用に変わり 
ます）。 

バージョンアップをするときは、古いドライバに新しいドライバを上書き（更新インス! 

JU ) することをおすすめします。 
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付録 

このセクションは、デジタルインク、 Bamboo シリーズのお手入れに関するヒント、タブレツトドライ 
バをアンインス!ルする方法、ライセンス、保証などに関する情報を記載しています。 

巳 amboo シリーズのお手入れ 

芯を交換する 
Bamboo Dock 

タブレツトドライバのアンインス I ル 

タブレツト設定ファイルの管理 

Windows でのペンおよびデジタルインク入力機能 

Windows Tablet PC 入カパネルについて 

製品什様 

製品情報 
安全上のご注意 
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Bamboo シリーズのお手入れ 

タブレットとペン（対応機種のみ）は清潔にお使いください。ちりや砂ぼこりはペンに付いて、タブレッ 
卜の表面を傷付けてすり減らす原因となります。水、または薄い石鹸水で湿らせた柔らかい布で定期的に 
拭くと、タブレットとペンを長期間ご利用いただけます。シンナー、あるいはベンジンのような揮発性の 
液体は使用しないでください。プラスチックケースを傷める可能性があります。 

タブレットは清潔な涼しい場所に、極端な温度変化を避けて保管してください（室温が最適です)。 

タブレットおよびペンは分解しないでください。ペンを強くねじると、ペンが壊れる可能性があります。 
製品を分解すると、保証が無効になります。 

重要：タブレットやペンに液体をこぼさないように注意してください。タブレットのファンクシヨ 
ンキー、サイドスイッチ、ペン先、およびテールスイッチ（消しゴム）を濡らさないよう、 

特に注意してください。液体が入ると故障するデリケートな電子部品を内蔵しています。 

芯を交換する 


/ 


ペン芯（ペン先）は、通常の使用で磨耗します。筆圧をかけすぎると磨耗が早まります。 

ペン先が短く （1 mm 以下）なったり、平らになった場合には、芯を交換してください。 

1. 芯抜き、ピンセツト、毛抜き、ラジオペンチなどで古くなった芯をつかんで、ペンから真っ直ぐ引き 
抜きます。 





2. 新しい芯の先を、ペンの軸に真っ直ぐに差し込みます。芯が止まるまでしっかり差し込んでくださし、。 


警告：小さなお子様がペンや替え芯などを口の中に入れないようにご注意ください。芯やサイドス 
イツチなどが抜けて飲み込んだり、またペンが故障する恐れがあります。 


交換部品の注文については、クイックスタートガイドをご覧ください。 


重要：ペンを使用していない間は、ペンホルダーに入れるか、あるいは机の上に横にして置いてく 
ださい。ペンホルダーに入れる場合は、テールスイッチ側から差し込んでください。ペンの 
感度を維持するために、ペン先やテールスイッチが押されてしまうような入れ物には収納し 
ないで < ださい。 
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Bamboo Dock 

Bamboo Dock を使って、 Bamboo シリーズ用のソフトウエア (Bamboo Minis ) の表示や追加を行い 
ます。ゲーム、スケッチ、音楽作り、情報共有やお友達との連絡用など盛りだくさん、さらに今後もます 
ます増える Bamboo Minis から、ソフトウエアを選ぶことができます。詳しくは http :// 
bamboodock . wacom . com / をご覧く ださい。 

Bamboo Dock を開く： 

- Windows の場合：「スタート」メニューをクリックし、「すべてのプ□グラム」を選択します。 
「Bamboo Dock 」 フォルダから 「Bamboo Dock 」 を選択します。 

• Macintosh の場合： Finder の「移動」メニューまたはサイドバーの「場所」から「アプリケーショ 
ン」を選択し 、 「Bamboo Dock 」 アイコンを開きます。 

「 BambooDock を開く/隠す」にペンで線を引くと、 Minis やその他のオプションを開く、または非表 
示にできます。ギアアイコンをクリックして、「環境設定」を開き各種設定を行います。 

Bamboo Dock をアンインストールする： 

Windows の場合：「スタート」メニューをクリックし、「すべてのプ□グラム」を選択します。 

「Bamboo Dock 」 フォルダから 「 Uninstall 」 を選択します。画面表示に従って操作を進めてください。 

Macintosh の場合：「アプリケーシヨン」フォルダで、巳 amboo Dock のソフトウェアを探してごみ箱 
に入れます。 


タブレットドライバのアンインストール 

タブレットドライバをシステムからアンインス!ルする場合は、以下の方法で行ってください。 

重要： • タブレットドライバをシステムからアンインス!ルすると、ペンタブレットのタブレット 
機能は動作しませんが、マウスとしては機能します。 

-インターネットからダウン□—ドしたタブレットドライバでバージョンアップする場合、イ 
ンス I ル前に古いドライバをアンインス!ルしないでください。詳しくは「ドライバの 
ダウン□—ド」をご覧ください。 

Windows 7 または Windows Vista 「スタート」ボタンをクリックして、「コント□—ルパネル」を選 
択します。「コント□—ルパネル」ウィンドウで、「プ□グラムと機能」をクリックします。ダイア□グ 
ボックスから 「 Bamboo 」 を選択します。「アンインス! -- ル」をクリックして、画面の指示に従って夕 
ブレットドライバを削除します（画面の指示があれば、ユーザ名とパスワードを入力します。）。タブレッ 
トドライバをアンインス I ル後に、必ずコンピュータを再起動してください。 

Windows XP または XPx 64 「スタート」ポタンをクリックして、「スタート」メニューから「コント 
□—ルパネル」を選択します。次に、「プ□グラムの追加と削除」を選択します。「プ□グラムの追加と 
削除」ウィンドウで、 「 Bamboo 」 を選択して「削除」ボタンをクリックします。画面の指示に従って夕 
ブレットドライバを削除します。タブレットドライバをアンインストール後に、必ずコンピュータを再起 
動してください。 

Macintosh 「 Finder 」 の「移動」メニューから、「アプリケーション」を選択し、 「 Bamboo 」 フォルダ 
を開きます。 「 Bamboo ユーティリティ」アイコンをダブルクリックして、タブレットドライバ項目の 
「削除」ボタンを選択します。「ユーザー名」と「パスワード」を入力します。削除が終了したら 、 rOKJ 
をクリックします。タブレツトドライバをアンインス!ル後に、必ずコンピュータを再起動してくださ 
い0 


補足：パスワードとは Mac の□グインパスワードです。 
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タブレット設定ファイルの管理 

Bambo ◦設定ファイル ユー ティリティを使用すると、シングル ユー ザーまたはマルチ ユー ザーのタブ 

レット設定ファイルの管理が行えます。 

Windows の場合は、起動中のソフトウェアをすべて終了します。次に、「スタート」アイコンをクリック 

し、「すべてのプ□グラム」を選択します。 「 Bamboo 」—「 Bamboo 設定ファイルユーティリティ」を 

選択します。 

• □グインユーザーの設定ファイルを削除するには、「□グインユーザーの設定ファイル」から「削除」 
ボタンをクリックします。 

• マルチユーザーの設定ファイルを削除するには、「すべてのユーザーの設定ファイル」から「削除」ポ 
タンをクリックします。すべてのユーザーの設定ファイルを削除するには、 administrator 権限が必 
要です。最後に現在開いているタブレット用ソフトウェアを再起動してください。 

-現在の設定ファイルをバックアップするには、「□グインユーザーの設定ファイル」から「バックアッ 
プ」をクリックします。 

• 以前にバックアップを行った設定ファイルを復元するには、「□グインユーザーの設定ファイル」から 
「復元」をクリックします。 

表示されるダイアログの内容を確認してから、実行してください。 

Macintosh で設定ファイルユーティリティを開くには、最初に「アプリケーシヨン」フォルダを開きま 

す。次に 「 Bamboo 」 フォルダを開いて、 「 Bamboo ユーティリティ」を実行します。 

• 設定ファイルを削除するには、「□グインユーザー」または「すべてのユーザー」のいずれかを選択し 
てから、「削除」ボタンをクリックします。□グアウトしてから再度□グインします。タブレットドラ 
イバが読み込まれると、新しい設定ファイルが標準設定で作成されます。 

• 設定ファイルをバックアップするには、「□グインユーザー」または「すべてのユーザー」のいずれか 
を選択してから、「バックアップ」ボタンをクリックします。 

• 以前にバックアップを行った設定ファイルを復元するには、「□グインユーザー」または「すべての 
ユーザー」のいずれかを選択してから、「復元」ボタンをクリックします。 

表示されるダイアログの内容を確認してから、実行してください 
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Windows でのペンおよびデジタルインク入力機能 


/ 


Microsoft Windows 7および Windows Vista では、ペン入力に対応しています 。 Windows 7および 
Windows Vista (Home Basic を除く）が稼働するコンピュータと Bamboo シリーズを組み合わせる 
ことでペン入力機能を最大限に活用することができます。さらに Windows 7および Windows Vista 、 
Office 2007またはそれ以降のバージョン、そして Bamboo シリーズを組み合わせることで、効果的な 
書類作成やプレゼンテーション、コミュニケーションを可能にします。 

• 手書きメモ帳機能 Windows 7および Windows Vista の 「Windows Journal 」 をタブレットで操 
作すれば、手書きメモや図形をファイルに直接書き込むことができます。ペン、マーカー、八イライ 
トツール、消しゴムなど便利なデジタル機能を備え 、 Windows Journal の強力な検索エンジンでは 
手書きの内容も検索することができます。 

• 手書き文字認識機能 Windows 7および Windows Vista の「手書き文字認識機能」は、タブレッ 
卜で書いた手書き文字を、素早くテキストに変換する機能です。クセ字を学習する高性能な手書き認 
識エンジンも搭載され、書いた文字を正確に認識します 。 Tablet PC 入カパネルの使い方について 
は 、 Windows Tablet PC 入カ パネル に ついてをご覧ください。 

-ジェスチャー機能タブレット上でペンを動かすだけで、コンピュータ操作を可能にする「ペンフ 
リック」機能を備えています。上下左右斜めの8方向へのペンの動きにショートカットなどを設定で 
き、キーボードを使わずに簡単操作ができます。カスタマイズするときは、「ペンと入カデバイス」コ 
ント□—ルパネルの「フリック」タブを選びます。素早く利用できるように、各ソフトウェアのク 
イックアクセスツールバーに特定のインクツールを追加することができます。 

- Office 2007 デジタルインク機能「2007 Microsoft Office system 」 またはそれ以降のバー 
ジョン （0 S : Windows 7 / Vista ) での各ソフトウェア （Word • Excel - PowerPoint - 
Outlook ) では、ペンタブレットを接続することで、ペンによる手書き文字や図形などを自在に書き 
込めるデジタルインク機能が使用できます。ファイル上での手書き校正などが可能になります。 


Windows Vista でペンを使いこなしていただくために、 「 Windows トレーニングツール」や 「Tablet 
PC チュートリアル」など付属の資料をお読みください。「スタート」メニューから、「すべてのプ□グラ 
ム 」 —「Tablet PC」—「Tablet PC ペントレーニング」と選択すると 、 Tablet PC ペントレーニング 
が起動します。 


補足：ワコムタブレットドライバでは 、 Windows 7および Windows Vista での描画性能改善のため 
に、下記の次善策をとっています。 

-ペンフリックおよび「プレスアンドホールド」機能は 、 Wintab API を使うグラフィックソフトでは 
無効になります。 

• Windows Vista の「ペンと入カデバイス」コント□—ルパネルで、ペンフリックおよび「プレスア 
ンドホールド」の両方の機能を無効にして 、 Windows Journal や他のインク機能で描画する場合、 
筆圧が無効になります。 

* タブレットペン機能は 、 Windows 7 Starter 以外の全 Windows 7のエディション 、 Windows 
Vista Home Basic 以外の全 Windows Vista のエディシヨンでサボートされています。 
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Windows Tablet PC 入カバネルについて 


/ 


Windows 7または Windows Vista Tablet PC 入カパネルによって、 Bamboo シリーズを使って手書 
きするか、画面上のキーボードでテキストを直接入力することができます。以下のようにして入カパネル 
を起動することができます。 

-画面のボインタをテキスト操作エリアに移動すると表示される入カノ V ° ネルのアイコンをクリックしま 
す。 

-標準設定で表示画面の左端に配置されている入カパネルのタブをクリックします。 

• Windows のタスクバーに配置されている 「Tablet PC 入カパネル」アイコンをクリックします。ア 
イコンが見えない場合は、タスクバーを右ボタンクリックして、「ツールバー 」、 「Tablet PC 入カパ 
ネル」を選択します。 

入カパネルのカスタマイズは以下の手順で行います。 

1. 初めに、入カパネルを開いて、メニューバーの「ツール」をクリックします。 

2. 「オプション」を選択して、入カパネルオプション•ダイア□グボックスを開きます。 

3. 作業しやすいように、入カパネルの設定をカスタマイズします。 


Microsoft Windows 、 および Office 2007またはそれ以降のバージョンの使用については、システム 
および Microsoft Office に付属の資料を必ずご参照ください。マイクロソフト社が提供している Tablet 
PC チュートリアルなどの Windows トレーニングツールもご活用ください。 

Windows でのペンの使用に関する詳細については、 

ワコムの Web サイト www . wacom . co . jp / windows もご覧ください。 
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製品仕様 

補足：記載されている仕様は、指定した機能をサボートしている機種についてのみ適用されます。 


仕様 


縦横比 

読取分解能（ペン） 

タッチ入力分解能 
読取精度（ペン） 

読取精度（タッチ） 

ペン検出高さ 
読取可能高さ（ペン） 

読取速度（ペン） 

読取速度（タッチ） 

フアンクシヨンキータブレツトスト□ーク 

インタフェース 

コネクタ 

ケーブル長さ 

電源電圧/消費電流 


保管温度 
湿度 

保管湿度 
適合規格 


16:10 

100 Ipmm (2540 Ipi ) 

4 Ipmm (101.6 Ipi ) 

+/ - 0.5 mm 
+/ - 2.0 mm 
16 mm 
平均 7 mm 

最高 133 ポイント/秒 
最高50ボイント/秒 
約〇 .25 mm 
US 巳 

USB A タイプ 
1 .5 m 

CTT -46 〇： 5 V / 36 mA 以下、 US 巳ホ。一卜わ、らイ共給 
CTL -46 〇： 5 V / 55 mA 以下、 USB ホ。一卜わ、らイ共給 
CTH -46 〇 / CTH -461 :5 V / 65 mA 以下、 US 巳ホ。一卜わ、らイ共給 
CTH -661 : 5 V / 70 mA 以下、 USB ホ。一卜わ、ら供給 
5〜4〇 °C 
— 15〜+55で 

30%〜80% (結露がないこと） 

30%〜85% (結露がないこと） 

FCC Class 巳 ， Industry Canada Class 巳， CE，VCCI Class 巳， 

巳 SMI ， C - Tick , KCC ， GOST - R，The European Union RoHS 
Directive 2002/95/ EC , Chinese RoHS 


Bamboo Touch タブレット CTT -460 

読取可能範囲（タッチエリア） （ WxD ) 125.0 x 85.0 mm 

外形寸法 （W x D x H ) 約208.4 x 137.6 x 7.5 mm (ゴムの脚部を除く） 

質量 約21〇 g 
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Bamboo タブレット CTH-460 


1 25.0 x 85.0 mm 
147.2 x 92.0 mm 

約248.2 x 176.1 x 8.5 mm (ペンホルダー、ゴムの脚部を除く） 
約360 g 


読取可能範囲（タッチエリア） （ WxD ) 

読取可能範囲（ペン操作エリア） （ WxD ) 
外形寸法 (W x D x H ) 

質量 


Bamboo 用ペン （ LP-160E) 


ペン先の動作スト□ーク 
筆圧レベル 

消しゴムの動作スト□ーク 
外形寸法 （L x D ) 

質量 

芯の材質 


1.0 mm 以下 
1024レベル 
1.0 mm 以下 
1 54.0 x 11 .8 mm 
約 15 g 

高密度ポリアセタール、黒 


Bamboo Fun タブレツト CTH-461 


読取可能範囲（タッチエリア） ( WxD ) 

読取可能範囲（ペン操作エリア） （ WxD ) 
外形寸法 （W x D x H ) 

質量 


1 25.0 x 85.0 mm 
147.2 x 92.0 mm 

約248.2 x 176.1 x 8.5 mm (ペンホルダー、ゴムの脚部を除く） 
約 420 g (ケーブルを含む） 


Bamboo Fun タブレツト CTH-66 1 


読取可能範囲（タッチエリア） （ WxD ) 

読取可能範囲（ペン操作エリア） （ WxD ) 
外形寸法 (W x D x H ) 

質量 


190.0 x 130.0 mm 
21 6.5 x 137.0 mm 

約336.8 x 223.0 x 8.5 mm (ペンホルダー、ゴムの脚部を除く） 
約740 g (ケーブルを含む） 
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Bamboo Fun 用ペン （ LP-161E) 


ペン先の動作ストローク 
筆圧レベル 

消しゴムの動作スト□ーク 
外形寸法 （L x D ) 

質量 

芯の材質 


1.0 mm 以下 
1024レベル 
1.0 mm 以下 
154.0 x 11 .8 mm 
約 15 g 

高密度ポリアセタール、白 


Bamboo Pen タブレツト CTL-460 


読取可能範囲（ペン操作エリア ） （W x D ) 1 47.2 x 92.0 mm 

外形寸法 （W x D x H ) 約248.2 x 176.1 x 8.5 mm (ペンホルダー、ゴムの脚部を除く） 

質量 約360 g 

Bamboo Pen 用ペン (LP-160) 


ペン先の動作ストローク 
筆圧レベル 
外形寸法 （L x D ) 

質量 

芯の材質 


1.0 mm 以下 
1024レベル 
149.0 x 11 .8 mm 
約 13 g 

高密度ポリアセタール、黒 
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製品情報 

Bamboo シリーズに関する詳細や 、 Windows 7および Windows Vista で様々なペン機能と デジタル 
インク 機能をフルに活用する方法については、ワコムのホームぺージ （ http :// tablet . wacom . co . jp ) を 
ご覧ください。 
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注思 

傾いた場所や台の上に本製品を置いたり、使用したりしないでください。ぐらついた場所や傾いた場所、振動する台 
の上などに本製品を置かないでください。落下して故障やけがの原因となります。 

タブレツトを拭くときは、 USB 接続ケーブルをコンピュータから抜いて本機の電源を切ってください。コンピュー 
夕に接続したままタブレツトを拭くと、感電の原因となることがあります。 

■ 不安定な場所には置かない 

ぐらついたり傾いたりした場所、また振動の激しい場所に本製品を置かないでください。落ちたり倒れたりして、 
けがや故障の原因になります。 

■ 重いものを置かない 

本製品の上に乗ったり、重いものを置かないでください。故障の原因となることがあります。 

■ お手入れのときは USB コネクタを取り外す 

お手入れのときは、 USB コネクタをコンピュータの USB ポートから取り外してください。感電の原因となるこ 
とがあります。 

■ 温度が高すぎる場所や低すぎる場所に置かない 

暑い場所 （40° 以上）や寒い場所 （5° 以下）に本製品を置かないでください。また、温度変化の激しい場所に置 
かないでください。本体や部品に悪影響を与え、故障の原因になります。 

■ アルコール、ベンゼン、アセトンなどの有機溶剤でタブレツトやペンを拭かない 
ヒビ割れが生じる場合があります。 

■ タブレツトやペンを落下させない 
故障の原因になります。 

■ ケーブルを持ってタブレツトを持ち上げたり、引っ張ったりしない 
故障の原因になります。 

■ 雷が近くに来ているときは使用を控え、電源を抜く 
落雷により、故障、感電、火災の原因になります。 


安全上のご注意 
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ペン、タブレットに関するその他の注意： 

• ペン芯や消しゴム、サイドスイッチに過度に力を加えないでください。ペン芯の寿命を縮めたり、故障の原因と 
なります。 

• ゆがんだり、曲がったペン芯を使用すると、ペンが正しく動作しないことがあります。ペンを使用するときは過 
度な筆圧をかけないでください。 

• ワコム製品以外のペン芯を使用すると、故障の原因となります。 

• 使用中に金属物を本製品の上に置かないでください。障害、不具合、故障の原因となります。 

• 付属のペン（対応機種のみ）で硬いものを叩かないでください。故障の原因になります。 

• ペン先、テールスイッチおよびサイドスイッチに無理な力を加えないでください。ペンの寿命が短くなったり、 
故障の原因になります。 

• ペン先、テールスイッチおよびサイドスイッチが押された状態で、保管しないでください。故障の原因になりま 
す。 

• ペンに磁石や磁気を近づけないようにしてください。誤動作する場合があります。 
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用語 


操作エリアタッチまたはペン入力が検出されるタブレットの操作領域および描画領域。 タッチセンサー 
をご覧ください。 

縦横比タブレット、またはディスプレイ画面の縦と横の比率。 

クリック圧クリックするとき、ペン先にかかる力の大きさ。 

デジタルインクコンピュータへのペン入力で作成した手書きのコンテンツについての総称。この手書き 
のコンテンツには、画像、インク•マークアップ、手書きがあります。手書きのコンテンツは、キーポー 
ド入力されたテキストに変換するか、手書きのままで使用することができます。システムおよびソフト 
ウェアの設定に応じて、デジタルインクによる手書きのテキストを書き終わった文字からすぐに変換する 
ようにもできますし、最後にまとめて変換することもできます。 

ダブルクリック距離ペン先でダブルクリックするときに、2回目のクリックでずれてもよい距離を画面 
のドット数で表します。ダブルクリック距離を大きくすると、ペン先でダブルクリックはしやすくなりま 
すが、グラフィックソフトによっては、線の引き初めにポインタがダブルクリック距離の外へ出るまで線 
が現れないことがあります。 

消しゴム対応消しゴム機能に対応しているソフトウェア。ソフトウェアによっては、テールスイッチ 
(消しゴム）を別の機能に使うことができます。 

エクスパンド タッチによる 操作 での 動作の1つ。2本の指をくっつけた状態でタブレットにタッチし、 
次にタブレットに触れたまま指を開きます。 

フアンクシヨンキータブレットに装備されたカスタマイズ可能なコント□—ルキー。 

フアンクシヨンキー、左利き用フアンクシヨンキーをタブレットの右側に配置する設定。 

フアンクシヨンキー、右利き用フアンクシヨンキーをタブレットの左側に配置する設定。 

Windows Journal 紙のメモ帳の電子版だが 、デジタルノー トの特長も備えた Microsoft Windows ソ 
フト。たとえば、簡単に描画や手書きのメモを作成して、テキストに変換した後、デジタルデータとして 
ほかの人たちに送ることができます 。 Windows Journal には、様々なペン、マーカー、八イライトツー 
ルに加えて、テールスイッチで動作する消しゴム機能が備えられています 。 Windows Journal では、手 
書きのコンテンツも検索できます。 

マッピングタブレット上のペンの位置と画面上のポインタの位置との関係。 

修飾キー修飾キーには、 Windows では 「 Shift 」、「 Alt 」、「 Ctrl 」 キーが、 Macintosh では 「 shift 」、 
「 control 」、「 command ]、「 option 」 キーが含まれます。 Bamboo デバイスを、修飾キーが実行される 
ようにカスタマイズすることができます。 
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ポインタの加速ペンがマウスモードのとき、ポインタの加速を調整することができます。 

マウスモードポインタの位置決めの方法。ペンをタブレット上に置くと、ポインタは、従来のマウスと 
同様に動いた方向と距離に応じて移動します。これは相対位置で、マウスの標準設定です。ペンモードも 
ご覧ください。 

ポインタの速度ペンがマウスモードのとき、ポインタのスピードを調整することができます。 

芯ペン先で交換が可能な部分。 

パン タッチによる 操作 での 動作の1つ。タブレットにタッチし、同じ方向に動かします。 

ピンチ タッチによる 操作 での 動作の1つ。2本の指を少し離した状態でタブレットにタッチし、次に夕 
ブレットに触れたまま2本の指をくっつけます。 

ペンモードペン入力によるポインタの位置決め方法。ペンをタブレット上に置くと、画面のポインタ 
は、画面上の対応点にジャンプします。これは絶対座標で、ペンの標準設定です。「ペンモード」では、 
先に画面上でポインタを見つける必要はなく、ポインタをすぐに配置させることができます。マウスモー 
ドもご覧ください。 

ピクセル画面上の最小の測定単位。 

ペン入カタブレット上でペンを使ってコンピュータを操作する方法。 

ポップアップメニュー実行可能なキースト□—ク機能と他の操作を表示するユーザ定義メニュー。この 
メニューを表示するように、ペンのサイドスイッチとタブレットのボタンをカスタマイズできます。ペン 
およびタッチ入力の使える機種で使用可能です。 

筆圧対応ペン先およびテールスイッチ（消しゴム）にかかる圧力を感知します。筆圧に対応したソフト 
ウェアで、自然な感じに文字を書いたり、色を塗ったりできます。ブラシの太さなども調節できます。 

筆圧対応ソフト筆圧機能に対応するソフトウェア。 

読み取り高さペンが検出されるタブレットの 橾作 エリア からの 高さ。 ポインタの移動 もご覧ください。 

画面のポインタ表示画面のポインタ。ポインタは、起動しているソフトウェアにより、丨型ポインタ、 
矢印、ボックスなど、様々な形に変わります。 

スワイプ タッチによる 操作 での 動作の1つ。3本または4本の指でタブレツトにタッチし、同じ方向に 
動かします。 
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Tablet PC 入カパネル Microsoft Windows 7 および Windows Vista Tablet PC 入カパネルで、ぺ 
ンを使って手書きメモを作成したり、画面上のキーボードを使って文字入力を行うことができます。入力 
パネルは、手書き文字をテキストに変換します。 Tablet PC 入カパネルから入力した文字を文書や表計 
算' イラストに插入できます。 Windows でのペンおよびデジタルインク入力機能 もご覧ください。 

タッチ入カタブレット上で指先でコンピュータを操作する方法。 

タッチセンサータッチ入力を検出するためのタブレットの操作領域。タッチセンサーは操作エリア内に 
あり、ペン入力は検出しません。 

タップ タッチによる 操作 での 動作の1つ。指1本でタブレットにタッチしてから離します。 

トラック タッチによる 操作 での 動作の1つ。指1本でタブレット面にタッチし、そのまま移動させま 
す。 

ツイスト タッチによる橾作 での動作の1つ。2本の指を少し開いてタブレットにタッチし、円を描くよ 
うに順方向/逆方向に回します。または1本の指を固定して、もう一方の指を固定した指の周囲を巡るよ 
うに回します。 

USB Universal Serial Bus 。 コンビュータの周辺装置を接続するためのハードウェアインタフェース 
の基準。 USB ポートはホットプラグに対応し、これによりコンピュータの電源を切らなくても USB デバ 
イスの接続と取り外しが可能です。 

Wintab タブレットの情報を受け取る Windows ソフトによって使用されるインタフェースの基準。 
Bamboo シリーズは、 Windows 環境で Wintab と互換性のあるソフトウエアにすべて対応します。 
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フリガナ 


会社名 


氏名 


(学校名） 

• 所属部署 


使用場所 

会社（学校）•自宅 

連絡先 

会社（学校）•自宅 

住所 

〒 ※修理のご依頼の場合は、修理完了品の返送先をご記入ください。 

E-mail : 

TEL 

( ) 

FAX 

( ) 


勺、、 

レ 

ヅ 

卜 

型式 

CTT - 46 O ' CTH -460、 

CTH -461、 CTH -661' CTL -460 

シリアル番号 

タブレットドライバ 

バージヨン： 

購入年月日 

年月日 

使 

用 

環 

境 

使用 

コンピューター 

メーカー： 機種名： 

モデム内蔵 Yes • No 

使用 0 S (バージョン： ） 

使用アプリケーション 

(バージヨン： ） 

周 

辺 

機 

器 

な 

ど 

種類 

メーカー 

機種名 

接続ポート 

他の 

USB 機器 










USB ハブ 




ディスプレイ 




ビデオカード 




その他 








内 

容 

現象発生日 

年月日 

現象発生頻度 

常時 • ときどき（システム起動時 • 使用中 • その他： ） 



I 益 e 茂4%^太徵^狡れ(く「體ぼ加」または「__」に〇 


お問い合わせ 
0修理依頼 

受付 No . 


FAX 送付先： 03-5309-1514 


i 钨羟認 gg |£ まの個人情報は、お客さまへのサボ-卜、および修理品の返却のみに利用し、それ以外に利 
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Wacom International Offices 

株式会社 ワコム 

TABLET SALES DIVISION 

〒164-0012 

東京都中野区本町 1-32-2 八ーモニータワー18階 
インターネット： 
http :// www . wacom . co.jp 
カスタマーサポートセンター 
電話： 0570 -05-6000 
受付時間平日9:0◦〜20:00 
土曜1〇:0◦〜17:0〇 



1311 SE Cardinal Court 
Vancouver , WA 98683 
U . S . A . 

Telephone 

General : +1.360.896.9833 
Fax : +1.360.896.9724 

Wacom China Corporation 

Unit 2807, 28 th Floor , SK Tower , 

No 6 Jia , Jianguomenwai Avenue , 

Beijing , China 1 00022 

http :// www . wacom . com.cn 

Wacom Australia Ptv . Ltd . 

Unit 8, Stage 1 
Cumberland Green 
2-8 South Street , Rydalmere 
NSW 2116 Australia 
Telephone 

General : +61.2.9422.6700 
Fax : +61.2.9420.2272 

Wacom Taiwan Information Co .. Ltd . 

Suite 605, 6 th floor , No . 205 Tun-Hwa North Road 
Taipei ,105 Taiwan 

Telephone : +886.2.271 2.2675 
Fax : +886.2.2712.9789 


Wacom Co .. Ltd . 

ASIA PACIFIC DIVISION 

Asia Pacific Office 

Harmony Tower 21 F ,1-32-2 Hon Cho , 
Nakano - Ku ， Tokyo 164-0012 
Japan 
Telephone 

General : +81.3.5309.1513 
Fax : +81.3.5309.1514 

Wacom Europe GmbH 

Europark Fichtenhain A 9， 

47807 Krefeld , 

Germany 

Telephone 

General : +49.(0)2 151.361 4.0 
Fax : +49.(0)2151.3614.111 

Wacom Korea Co .. Ltd . 

#1211, 12 F , KGIT Sangam Center , 1601 
Sangam - dong , Mapo - gu，Seoul 121-913, Korea 
Telephone : +82.2.557.3894 
Fax : +82.2.557.3895 

Wacom Singapore Pte . Ltd . ( Singapore ) 

3 Bishan Place , 

CPF Bishan Building #06-08 
Singapore 579838 
Telephone 

General : +65.6258.8640 
Fax : +65.6258.8697 

Wacom Hong Kong Limited 

Room 2105, CCWu Building 
302-308 Hennessy Road 
Wanchai , Hong Kong 

Telephone : +852.25739322 
Fax : +852.25739500 
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